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江淹〈瑤草〉考
―對郭璞〈⑧草〉的繼承和發展―

松浦　史子

江淹在＜別賦＞的夫妻離別場面中使用“惜瑤草徒芬”來表現妻子的悲哀。

中國古代詩歌中把女子的姿色比作香草，表現其美得不到愛憐光陰無情流逝之悲

哀的手法很常見。但江淹沒使用香草而使用了從漢代到六朝用例極少的“瑤草”。

江淹在其他兩個作品中也詠嘆瑤草，由此可以把瑤草視為表現江淹特徵的詞語。

本文試通過探尋瑤草的來歷，考察江淹賦予瑤草的內涵。

江淹以前唯一的瑤草用例出现在東方朔《與友人書》中，瑤草是賦予人永恆

生命的仙境之草。＜別賦＞的瑤草是詠嘆＜美之衰落的悲哀＞，因此很難認為江

淹的瑤草直接源於東方朔。

作為瑤草之典故，＜別賦＞李善注引用了《山海經》＜中山經＞中的“帝女

死於姑媱山，屍體化作⑧草”的記述以及郭璞“⑧与瑤同”的解說。但最早註釋

《山海經》的郭璞從崇拜古代帝王的儒家思想出發把“⑧草”釋為“君子之佩物”，

認為“佩於身可得人之敬愛”。那麼“⑧草”与＜別賦＞“瑤草”有什麼聯繫呢？

在李善注中可找到另一線索。

在早於《山海經》＜⑧草＞神話的＜別賦＞李善注所引宋玉＜高唐賦＞佚文

中，巫山神女自稱“帝女瑤姬”，未嫁先逝葬於巫山，〈靈魂化作靈芝〉。江淹把“巫

山的帝女瑤姬”与《山海經》中“化為⑧草的姑媱山帝女”等同看待，把對帝女

瑤姬的“夭逝之悲哀”用於姑媱山帝女，把帝女化身的“⑧草”改稱為“瑤草”，

使瑤草在＜別賦＞中成為表現夫妻離別之悲哀的象徵。与此對照，郭璞從儒家立

場出發把≪山海経≫的“帝女”与自願出現在王之寢室的“巫山神女”加以區分，
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而把“⑧草”視為＜君子佩帶之物＞。由此可見，雖然郭璞和江淹同是喜愛并研

究《山海經》的六朝詩人，可是在如何繼承《山海經》方面有著很大差異。

江淹＜丹砂可學賦＞中的瑤草繼承了東方朔的“仙境之草”，似乎与＜別賦

＞的瑤草相矛盾。然而“瑤池”“瑤樹”等冠有“瑤”字的詞一般用於對仙境的

描寫，而從江淹多用的“瑤”字中可以發現一罕見特徵：他是用礦物玉石來歌詠

現世的自然・植物・女性。由此推測，因江淹深知生命必衰，他要把生命之美變

成永恆來留存。江淹把帝女的化身“⑧草”与仙境之草“瑤草”相結合，創造出

了既含玉之永恆又悲生命之短暫的“瑤草”一詞。透過瑤草我們可以看出以＜別

賦＞＜恨賦＞聞名的江淹作為優秀抒情詩人的一個側面。
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江
淹
「
瑤
草
」
考

―

郭
璞
「
⑧
草
」
の
継
承
と
展
開―

松
浦　

史
子

緒
言

　

六
朝
後
半
、
宋
・
斉
・
梁
を
活
き
た
詩
人
・
江
淹
（
四
四
四
〜
五
〇
五
、
字
は
文
通
、
考
城
の
人
）
に
は
、「
別
賦
」
と
い
う
作
品
が

あ
る
。「
別
賦
」
は
江
淹
の
代
表
作
の
一
つ
と
し
て
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
江
淹
は
こ
の
作
品
で
、
親
子
、
夫
婦
、
友
人
、
仙

界
と
俗
界
な
ど
、
様
々
な
別
離
の
悲
し
み
を
詠
っ
て
い
る
。
そ
の
夫
婦
別
離
の
場
面
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
見
え
る
。

若
君
居
淄
右
、
妾
家
河
陽
。
同
瓊
珮
之
晨
照
、
共
金
爐
之
夕
香
。
君
結
綬
兮
千
里
、
惜
瑤
草
之
徒
芳

0

0

0

0

0

0

。 

（『
文
選
』
巻
十
六
「
哀
傷
」
所
収
・
江
淹
「
別
賦（

1
）」。）

ま
た
、
あ
な
た
は
淄
水
の
ほ
と
り
に
、
わ
た
し
は
河
陽
に
遠
く
離
れ
、
か
つ
て
は
と
も
に
腰
の
帯
玉
を
朝
陽
に
輝
か
せ
、
夕
べ
に
は
金
の
香
炉

か
ら
立
ち
上
る
香
り
を
二
人
で
楽
し
ん
だ
も
の
を
、
あ
な
た
は
仕
官
し
て
千
里
の
彼
方
に
行
っ
て
し
ま
い
、〝
瑤
草
〞
が
空
し
く
香
り
を
放
ち
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続
け
て
い
る
の
は
痛
ま
し
い
。

　

こ
の
後
、
季
節
が
移
っ
て
も
夫
と
再
会
で
き
な
い
悲
し
み
を
、
明
月
に
照
ら
さ
れ
た
秋
の
帳と
ば
りや
冬
の
灯
火
に
託
し
て
詠
っ
て
ゆ
く
。「
瑤

草
の
徒
に
芳
し
き
を
惜
し
む
」
の
句
は
、
現
代
中
国
で
は
、「
可
惜
妻
子
虚
度
青
春
時
光
」（
遅
文
浚
他
主
編
『
歴
代
賦
辞
典
』
遼
寧
人
民
出
版

社
一
九
九
二
）、
日
本
で
は
「
妻
の
美
し
さ
は
愛
で
ら
れ
る
こ
と
な
く
日
が
過
ぎ
て
ゆ
く
の
が
悔
や
ま
れ
る
」（『
全
釈
漢
文
大
系
二
十
七
』、
小

尾
郊
一
訳
『
文
選
』
二
、
集
英
社
一
九
七
四
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
美
し
さ
が
愛
で
ら
れ
な
い
ま
ま
に
、
時
が
無
情
に
過
ぎ
ゆ
く
悲

哀
を
香
草
に
託
し
て
表
現
す
る
手
法
は
、『
玉
台
新
詠
』
に
も
し
ば
し
ば
見
え
て
お
り
、
多
く
が
、「
蕙
草
」
な
ど
、『
楚
辞
』
に
由
来
す

る
香
草
に
よ
っ
て
美
人
の
容
色
を
準
え
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
る（

2
）。

傷
彼
蕙
蘭
花

0

0

0

、
含
英
揚
光
輝
、
過
時
而
不
採
、
将
随
秋
草
萎
。 

（『
玉
台
新
詠
』
巻
一
所
収
・「
古
詩
十
九
首
」
其
八
「
冉
冉
孤
生
竹
」）

痛
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
、
あ
の
蕙
や
蘭
は
、
今
に
も
花
開
こ
う
と
輝
き
を
発
っ
て
い
る
が
、
盛
り
の
時
が
過
ぎ
て
も
、
採
る
者
が
い
な
け

れ
ば
、
秋
の
草
と
一
緒
に
萎
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　

江
淹
の
文
学
に
は
『
楚
辞
』
の
影
響
が
強
く
、
ま
た
香
草
を
用
い
た
作
例
も
少
な
く
な
い（

3
）。

し
か
し
、
江
淹
は
こ
こ
で
伝
統
的
な
香
草

を
用
い
ず
、
従
来
、
殆
ど
用
い
ら
れ
た
例
の
な
い
「
瑤
草
」
を
詠
ん
で
い
る
。「
瑤
草
」
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
な
ぜ
、「
女
性
の
容

色
が
衰
え
ゆ
く
こ
と
の
悲
哀
」
を
表
現
す
る
事
が
で
き
る
の
か
。
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江
淹
は
「
別
賦
」
の
ほ
か
、「
従
冠
軍
建
平
王
登
廬
山
香
鑪
峯
詩
一
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
二
「
遊
覧
」
所
収
）
及
び
「
丹
砂
可
学
賦
」
の

二
作
に
於
い
て
も
「
瑤
草
」
を
詠
ん
で
い
る
。
漢
代
か
ら
六
朝
期
の
作
品
で
「
瑤
草
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
次
に
挙
げ
る
東
方
朔
の
一

例
と
、
こ
の
江
淹
の
三
作
以
外
、
沈
約
に
楽
府
の
一
首
、
北
斉
の
文
に
一
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る（

4
）。

本
稿
は
、「
瑤
草
」
と
い
う
語
の

来
歴
を
探
り
、
江
淹
が
こ
の
語
に
託
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
を
考
察
す
る
。

一
、
東
方
朔
に
於
け
る
「
瑤
草
」―

「
与
友
人
書
」

　

現
存
す
る
資
料
を
見
る
限
り
、
江
淹
以
前
に
「
瑤
草
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
次
の
一
例
の
み
で
あ
る（

5
）。

不
可
使
塵
網
名
韁
拘
鎖
、
怡
然
長
笑
、
脱
去
十
洲
三
島
。
相
期
拾
瑤
草

0

0

0

、
呑
日
月
之
光
華
、
共
軽
挙
耳（

6
）。 

（
東
方
朔
「
与
友
人
書
」）

俗
世
間
の
名
誉
に
と
ら
わ
れ
ず
、
心
楽
し
く
長
笑
し
、
十
洲
三
島
へ
と
脱
け
だ
そ
う
。
そ
こ
で
瑤
草
を
拾
い
、
日
月
の
光
華
を
呑
み
、
共
に
軽

挙
す
る
こ
と
を
約
束
し
よ
う
。

　

東
方
朔
は
前
漢
武
帝
期
の
人
（
生
没
年
不
詳
、
字
は
曼
倩
、
平
原
厭
次
の
人
）。「
与
友
人
書
」
は
こ
の
一
文
の
ほ
か
現
存
せ
ず
、
こ
こ

に
詠
ま
れ
る
「
友
人
」
が
誰
を
指
す
の
か
も
不
詳
で
あ
る
。
こ
の
文
章
で
は
、「
瑤
草
」
を
拾
う
こ
と
は
「
日
月
之
光
華
」
を
呑
む
こ
と

と
共
に
、
塵
網
の
束
縛
を
逃
れ
「
軽
挙
」
仙
化
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
描
か
れ
て
い
る（

7
）。
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「
瑤
」
は
、『
尚
書
』「
禹
貢
」
に
「
瑤0

琨0

篠
棘
」
と
あ
り
、
漢
の
孔
安
国
「
伝
」
に
は
「
瑤0

琨
、
皆
美
玉

0

0

0

」
と
注
記
さ
れ
、
ま
た
『
詩
経
』

「
衛
風
・
木
瓜
」「
投
我
以
木
瓜
、
報
之
以
瓊
瑤0

。」
の
毛
伝
に
「
瓊
瑤0

、
美
玉
也

0

0

0

。」
と
あ
る
様
に
、
本
来
は
、
美
玉
の
ひ
と
つ
を
意
味
し

て
い
る
。
さ
ら
に
「
瑤
」
は
、
西
王
母
と
穆
天
子
が
宴
を
催
し
た
地
が
「
瑤
池
」
で
あ
る
よ
う
に
（『
穆
天
子
伝
』
曰
、
天
子
觴
王
母
于
瑤
池
0

0

之
上
」）、
仙
境
の
描
写
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
瑤
木
」「
瑤
谿
」
な
ど
多
く
の
例
が
あ
る
が
（
三―

２―

２―

１
で
詳
述
）、

こ
こ
で
は
「
瑤
樹
」
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

（
崑
崙
）
中
有
増
城
九
重
…
上
有
木
禾
、
其
脩
五
尋
。
珠
樹
・
玉
樹
・
琁
樹
・
不
死
樹
、
在
其
西
。
沙
棠
・
琅
玕
、
在
其
東
。

絳
樹
在
其
南
。
碧
樹
・
瑤
樹
0

0

、
在
其
北
。 

（『
淮
南
子
』
巻
四
「
墜
形
訓
」）

（
崑
崙
山
の
）
な
か
ほ
ど
に
は
九
層
の
城
楼
が
あ
り
…
そ
の
上
に
は
木
禾
の
樹
が
あ
っ
て
、
長
さ
は
五
尋
。
そ
の
西
に
は
珠
樹
・
玉
樹
・
琁
樹
・

不
死
樹
が
あ
り
、
東
に
は
、
沙
棠
・
琅
玕
が
あ
り
、
南
に
は
、
絳
樹
が
あ
り
、
北
に
は
、
碧
樹
・
瑤
樹
が
あ
る
。

　

東
方
朔
の
「
瑤
草
」
は
仙
界
の
草
で
あ
る
点
で
、
こ
れ
ら
の
用
例
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
江
淹
「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
は
こ
れ

を
継
承
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
類
ま
れ
な
美
し
さ
を
持
つ
点
で
は
共
通
す
る
も
の
の
、
両
者
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
東
方
朔
の
「
瑤

草
」
は
人
を
仙
化
し
、
永
遠
の
命
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
は
、
美
が
時
と
と
も
に
衰
え
て
ゆ
く
悲
し

み
を
詠
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
来
源
は
別
の
と
こ
ろ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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二
、
郭
璞
に
於
け
る
「
⑧
草
」

１
、
郭
璞
『
山
海
経
図
讃
』
お
よ
び
『
山
海
経
』
注
釈

　
『
文
選
』
所
収
「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
に
付
さ
れ
た
李
善
の
注
は
、『
山
海
経
』
か
ら
「
⑧
草
」
の
記
事
を
引
き
、
さ
ら
に
「
郭
璞
曰
、

瑤0

与
⑧0

并
音
遙
、
然0

⑧0

与
瑤
同

0

0

0

（
8
）。」

と
述
べ
て
い
る（

9
）。

晋
の
郭
璞
（
二
七
六
〜
三
二
四
、
字
は
景
純
、
聞
喜
の
人
）
は
、『
山
海
経
』
に
膨

大
な
注
釈
を
施
し
た
が
、
現
行
の
『
山
海
経
』
注
釈
に
は
こ
の
一
文
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
李
善
注
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
江
淹
「
別

賦
」
の
「
瑤
草
」
は
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
を
踏
ま
え
て
生
ま
れ
た
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
事
が
伺
え
る
。
で
は
「
⑧
草
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。『
山
海
経
』
に
見
え
る
「
⑧
草
」
の
故
事
を
、
郭
璞
の
注
釈
と
共
に
引
用
し
よ
う
。

又
東
二
百
里
曰
姑
媱
之
山
（
注
、
音
遙
。
或
無
之
山
字
）、
帝
女
死
焉
。
其
名
曰
、
女
尸
。
化
為
⑧
草
（
亦
音
遙
）、
其
葉
胥
成

（
言
葉
相
重
也
）、
其
華
黄
其
実
如
菟
丘
（
菟
丘
、
菟
絲
也
。
見
爾
雅
）、
服
之
媚
於
人

0

0

0

0

0

（
為
人
所
愛
也

0

0

0

0

0

。
伝
曰
0

0

、「
人
服
媚
之
如

0

0

0

0

0

是0

」、
一
名
荒
夫
草
。） 

（
郭
璞
『
山
海
経
』「
中
山
経
」「
姑
媱
之
山
・
⑧
草
」
注
釈
）

さ
ら
に
東
方
二
百
里
を
、
姑
媱
之
山
と
い
う
。（
発
音
は
エ
ウ
。「
之
山
」
の
二
字
が
無
い
本
も
あ
る
）。
帝
女
が
こ
こ
で
死
ん
だ
。
そ
の
名
を

女
尸
と
い
う
。
死
後
、
⑧
草
に
姿
を
変
え
た
（
こ
れ
も
発
音
は
エ
ウ
）。
そ
の
葉
は
胥
成
し
（
葉
が
重
な
り
合
う
こ
と
を
い
う
）、
其
の
華
は
黄

色
、
其
の
実
は
菟
丘
の
よ
う
で
あ
る
（
菟
丘
は
菟
絲
（
ウ
サ
ギ
の
毛
）
の
事
で
あ
る
。『
爾
雅
』
に
見
え
る
）。
こ
れ
を
服
す
れ
ば
、
人
か
ら
喜

ば
れ
る
（
人
に
愛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
左
伝
』
に
は
、「
人
が
感
服
し
て
、
こ
の
よ
う
に
愛
し
て
く
れ
る
。」
と
あ
る
。
一
名
、
荒
夫
草
と
も
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い
う
。）

　
「
⑧
草
」
の
語
は
、
郭
璞
が
こ
の
『
山
海
経
』
の
図
像
を
讃
じ
た
『
山
海
経
図
讃
』
に
も
見
え
て
い
る
。

①
⑧
草
黄
華
、
実
如
莵
絲
。
②
君
子
是
佩

0

0

0

0

、
人
服
媚
之

0

0

0

0

。
③
帝
女
所
化
、
其
理
難
思
。 

（
郭
璞
『
山
海
経
図
讃
』「
⑧
草
」）

⑧
草
は
黄
色
い
華
、
そ
の
実
は
莵う
さ
ぎの
絲
の
よ
う
。
君
子
が
こ
れ
を
帯
び
る
と
、
人
に
敬
服
・
敬
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
帝
女
が
変
化

し
た
も
の
。
そ
の
道
理
は
解
し
難
い
。

　

郭
璞
が
讃
す
る
の
は
、【
一
聯
】
⑧
草
の
形
状
（『
山
海
経
』
に
見
え
る
も
の
）。【
二
聯
】
⑧
草
の
効
用
。（「
君
子
が
帯
び
る
」
こ
と
で
「
人

に
敬
服
・
敬
愛
さ
れ
る
」
と
い
う
。）【
三
聯
】
転
生
変
化
の
原
理
は
解
し
が
た
い
こ
と
、
で
あ
る
。

　

郭
璞
の
「
⑧
草
」
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
注
目
す
べ
き
点
は
、「
君
子
が
こ
れ
を
佩
す
れ
ば
、
人
こ
れ
に
服
し
媚
す
る
」
と
讃
ず
る

図
讃
の
第
二
聯
が
、『
山
海
経
』
注
釈
「
伝
曰
く
、
人
こ
れ
に
服
し
媚
す
る
こ
と
是
の
如
し
」
と
対
応
す
る
事
で
あ
る
。

２
、「
君
子
こ
れ
佩
せ
ば
、
人
こ
れ
を
服
し
媚
す
」―

『
左
伝
』
の
記
述

　

郭
璞
は
『
山
海
経
』
本
文
に
見
え
る
「
媚
」
に
対
し
て
、「
為
人
所
愛
也
」
と
注
解
し
、「
伝
曰
」
と
し
て
「
人
服
媚
之
如
是
」
と
い
う

一
文
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
「
伝
」
つ
い
て
、
前
野
直
彬
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
「
伝0

」
が
何
で
あ
る
か
は
未
詳

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
諸0
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注
と
も
触
れ
て
い
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
た
だ
『
山
海
経
図
讃
』
に
「
君
子
是
佩
、
人
服
媚
之

0

0

0

0

」
と
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
指
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
服
」
は
感
服
0

0

、
敬
服
の
服

0

0

0

0

。」（
前
野
『
山
海
経
・
列
仙
伝
』
集
英
社
一
九
七
五
）。
続
け
て
氏
は
、
こ
こ
に
用
い
ら
れ
る
「
媚
」
を
、

君
子
に
対
し
て
敬
愛
の
情
を
覚
え
る
こ
と
と
見
な
し
、
郭
璞
注
に
み
え
る
「
人
服
媚
之

0

0

0

0

如
是
。」
に
つ
い
て
も
「
人
が
感
服
し
て

0

0

0

0

0

0

、
こ
の

よ
う
に
愛
し
て
く
れ
る
」
と
訳
し
て
い
る
（
傍
点
松
浦
）。

　
「
服
」
は
「
感
服
・
敬
服
」
で
あ
る
と
す
る
こ
の
前
野
氏
の
見
解
に
従
い
、
郭
注
の
引
く
「
伝0

」
の
典
拠
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
た
い
。

『
左
伝
0

0

』「
宣
公
三
年
」
に
は
、
鄭
の
穆
公
の
出
生
譚
を
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
穆
公
の
母
は
燕
姞
と
い
う
卑
賤
の
出
自
の
女
で
あ
っ

た
が
、
鄭
の
文
公
に
御
さ
れ
る
ま
え
、
夢
に
天
帝
の
使
者
よ
り
「
蘭
」
を
授
か
り
、
次
の
様
に
言
わ
れ
た
「
こ
の
蘭
を
お
ま
え
の
子
に
し

て
や
ろ
う
。
こ
れ
は
、
鄭
国
で
最
も
香
し
い
蘭
で
あ
り
、
誰
も
が
こ
の
香
り
を
身
に
つ
け
て
喜
ぶ
様
に
、
み
な
お
前
の
子
供
に
服
す
る
で

あ
ろ
う
（
以
是
為
而
子
。
以
蘭
有
国
香
、
人
服
媚
之
如
是
也

0

0

0

0

0

0

0

。）」
と
。
そ
こ
で
、
生
ま
れ
た
子
供
に
「
蘭
」
と
名
付
け
た
（
公
子
蘭
、
後

の
穆
公
）、
と
い
う
も
の
で
あ
る（

10
）。

晋
の
杜
預
は
、
こ
の
「
人
服
媚
之
如
是
也

0

0

0

0

0

0

0

」
に
対
し
「
媚0

、
愛
也
0

0

。」
と
注
解
し
て
い
る
。
郭
璞
の
注

は
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
鄭
の
穆
公
の
出
生
譚
か
ら
さ
ら
に
連
想
さ
れ
る
の
は
、『
楚
辞
』
に
描
か
れ
る
蘭
や
蕙
な
ど
の
「
香
草
」
で
あ
る
。『
楚
辞
』
の
香

草
は
「
賢
人
」
や
「
優
れ
た
人
材
」
の
喩
え
で
あ
る
と
さ
れ
、
主
人
公
が
、
自
ら
の
高
潔
な
心
を
示
す
た
め
に
、
香
草
を
佩
す
る
と
い
う

描
写
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。（
た
だ
し
、「
⑧
草
」「
瑤
草
」
の
語
は
見
え
な
い
）。

　

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、『
文
選
』「
別
賦
」
李
善
注
に
は
、「
郭
璞
曰
、
瑤0

与
⑧0

并
音
遙
、
然0

⑧0

与
瑤
同

0

0

0

。」（
現
行
の
『
山
海
経
』
注

に
は
見
え
な
い
）
と
あ
り
、
郭
璞
自
身
が
「
⑧0

」
と
「
瑤0

」
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
こ
の
「
瑤
」
に
つ
い
て
は
、『
詩
経
』

に
詠
わ
れ
る「
美
徳
」の
暗
喩
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
遡
る
事
も
可
能
で
あ
ろ
う
。公
劉
の
民
に
篤
き
こ
と
を
賛
美
す
る『
詩
経
』「
大
雅
・
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公
劉
」
に
は
、「
維
玉
及
瑤

0

0

0

0

、
鞞
琫
容
刀
。
篤
公
劉
。（
身
に
つ
け
た
佩
び
も
の
は
、
玉
や
瑤
で
鞘
を
飾
っ
た
佩
刀

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
公
劉
が
民
の
為
に
苦
労
し
た

こ
と
に
報
い
ん
と
民
が
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
公
劉
は
、
民
に
篤
き
か
な
。）」
と
詠
う
句
が
あ
り
、
こ
の
「
瑤
」
に
対
し
て
、
毛
伝
は
「
瑤0

、
言0

有
美
徳
也

0

0

0

0

。」
と
言
い
、「
瑤
」
を
、
公
劉
の
仁
徳
を
暗
喩
す
る
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
る
と
、
郭
璞
が
「
⑧
草
」
を
「
君
子
が
佩
す
る
」
も
の
と
し
、
ま
た
「
媚
」
を
「
人
に
敬
服
さ
れ
る
」
と
解
釈

す
る
の
は
、『
左
伝
』
の
公
子
蘭
の
出
生
譚
を
典
拠
と
し
つ
つ
、
ま
た
そ
こ
に
は
『
詩
経
』
の
毛
伝
に
見
る
様
な
美
徳
の
比
喩
で
あ
る
「
瑤
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
も
重
ね
て
い
た
も
の
と
み
な
せ
よ
う
。
郭
璞
に
と
っ
て
の
「
⑧
草
」
は
、〝
君
子
の
佩
す
る
香
草
〞
と
い
う
儒
家
的
イ
メ
ー

ジ
を
以
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
郭
璞
に
は
、
儒
家
的
観
念
に
基
づ
き
『
山
海
経
』
を
理
解
す
る
例
が
少
な
か
ら
ず
見

ら
れ
る
の
だ
が
、
次
に
、
そ
の
顕
著
な
例
を
、『
山
海
経
』
注
釈
と
『
山
海
経
図
讃
』
の
瑞
祥
観
念
に
見
て
み
た
い
。

３
、
郭
璞
の
『
山
海
経
』
受
容
に
み
る
儒
家
的
観
念―

古
帝
王
に
対
す
る
讃
美

　

八
王
の
乱
を
機
に
、
南
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
西
晋
の
貴
族
達
が
、
司
馬
睿
を
奉
じ
江
南
の
地
に
新
た
に
樹
立
し
た
の
が
東
晋
王
朝
で

あ
る
。
こ
の
東
晋
王
朝
の
草
創
期
に
あ
っ
て
、
王
朝
の
正
当
性
を
説
く
た
め
に
、
郭
璞
が
卜
者
と
し
て
多
く
の
〝
符
瑞
〞
事
件
に
関
わ
っ

た
事
が
大
平
幸
代
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
）。

例
え
ば
『
晋
書
』
が
、
晋
陵
に
出
土
し
た
金
鐸
を
郭
璞
が
東
晋
王
朝
中
興
の
瑞
兆
で

あ
る
と
解
し
た
事
を
伝
え
る
様
に（

12
）、

時
の
権
力
者
・
司
馬
睿
（
後
の
元
帝
）
の
側
に
あ
っ
て
、
郭
璞
は
そ
の
卓
越
し
た
卜
筮
の
才
を
も
っ

て
し
ば
し
ば
天
意
を
解
し
た
の
で
あ
る
。
大
平
氏
の
論
文
で
は
、『
山
海
経
』
注
釈
及
び
『
山
海
経
図
讃
』
の
引
用
は
部
分
的
な
も
の
に

留
ま
る
が
、
連
鎮
標
氏
は
そ
の
著
書
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
著
作
全
体
を
考
察
の
対
象
と
し
つ
つ
、
郭
璞
が
董
仲
舒
の
天
人
感
応
説
を
踏
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襲
し
て
い
る
事
を
指
摘
す
る（

13
）。

連
氏
は
、
天
人
感
応
説
の
一
例
と
し
て
「
九
尾
狐
」
の
郭
璞
注
に
見
え
る
瑞
祥
観
念
を
挙
げ
て
い
る
。

　
『
山
海
経
』
に
は
三
カ
所
に
「
九
尾
狐
」
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る（

14
）。

そ
の
う
ち
「
南
山
経
」
に
は
「
青
丘
之
山
、
有
獣
焉
、
其
状
如

狐
而
九
尾
、
其
音
如
嬰
児
、
能
食
人

0

0

0

、
食
者
不
蠱

0

0

0

0

。」
と
あ
り
、
瑞
獣
の
性
格
は
全
く
見
え
な
い
が
、「
大
荒
東
経
」
の
「
有
青
丘
之
国
、

有
狐
、
九
尾
。」
に
対
し
郭
璞
は
「
天
下
太
平
の
時
に
現
れ
る
め
で
た
い
瑞
獣
で
あ
る
（
太
平
則
出
而
為
瑞
）」
と
注
解
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
様
に
、
人
食
い
の
奇
獣
「
九
尾
狐
」
に
対
し
て
、「
瑞
獣
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
『
山
海
経
』
最
古
の
注

釈
者
・
郭
璞
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
様
な
連
氏
の
指
摘
に
加
え
、
筆
者
は
さ
ら
に
、『
山
海
経
図
讃
』「
九
尾
狐
」
に
注
目
し
た
い
。
郭
璞
は
こ
こ
で
、
歴
代
の
九
尾

狐
の
符
瑞
の
中
で
も
、
特
に
周
王
の
符
瑞
例
を
採
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

青
丘
奇
獣
、
九
尾
之
狐
。
有
道
祥
見
、
出
則
銜
書
。
作
瑞
周
文

0

0

0

0

、
以
標
霊
符

0

0

0

0

。 

（
郭
璞
『
山
海
経
図
讃
』「
九
尾
狐
」）

青
丘
の
奇
獣
、
九
尾
の
狐
。
道
が
あ
れ
ば
瑞
祥
と
し
て
現
れ
、
出
れ
ば
天
書
を
銜
え
る
。
こ
の
九
尾
狐
は
嘗
て
周
の
文
王
の
御
代
に
出
現
し
、

霊
妙
な
符
瑞
を
あ
ら
わ
し
た
。

　
「
九
尾
狐
」
は
、
漢
の
章
帝
や
魏
の
文
帝
の
御
代
に
も
瑞
祥
と
し
て
現
れ
た
事
が
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

15
）。

し
か
し
、
郭
璞
は
そ
れ

ら
を
採
ら
ず
、
周
の
文
王
の
御
代
に
王
の
仁
徳
に
拠
っ
て
出
現
し
た
例
を
選
ぶ
の
で
あ
る（

16
）。

そ
の
事
は
、
郭
璞
『
山
海
経
図
讃
』
及
び
『
山

海
経
』
注
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
古
帝
王
の
徳
政
」
へ
の
賞
賛
と
一
連
の
も
の
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う（

17
）。

　
「
古
帝
王
の
仁
徳
」
を
特
に
讃
美
す
る
、
と
い
う
郭
璞
の
儒
家
的
な
視
座
か
ら
「
⑧
草
」
神
話
を
振
り
返
れ
ば
、
郭
璞
が
こ
の
転
生
神
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話
に
於
い
て
特
に
重
視
し
た
の
は
、
主
人
公
が
「
帝
女
」、
す
な
わ
ち
「
古
の
帝
王
の
娘
」
で
あ
っ
た
事
で
は
な
い
か
。「
⑧
草
」
の
効
用

で
あ
る
「
媚
於
人
」
を
「
人
か
ら
敬
愛
さ
れ
る
」
と
し
、
ま
た
、「
⑧
草
」
を
「
君
子
が
佩
す
る
も
の
」
と
解
し
た
理
由
も
恐
ら
く
こ
こ

に
あ
る
の
で
あ
る
。

三
、
江
淹
に
於
け
る
「
瑤
草
」

１
、
江
淹
「
別
賦
」―

哀
傷
性

１―
１
、
江
淹
と
郭
璞
の
関
わ
り―

『
山
海
経
』
を
中
心
に

　

先
秦
か
ら
唐
代
半
ば
に
至
る
ま
で
、「
⑧
草
」
の
語
は
、『
山
海
経
』
と
郭
璞
の
『
山
海
経
図
讃
』
以
外
に
用
例
を
み
な
い（

18
）。

一
方
「
瑤

草
」
は
、
六
朝
後
半
の
詩
人
江
淹
に
よ
っ
て
初
め
て
詩
賦
の
中
に
詠
ま
れ
て
以
来
、
重
要
な
詩
語
と
な
り
、
現
在
『
全
唐
詩
』
の
索
引
で

は
六
十
六
も
の
用
例
が
見
え
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、『
文
選
』
李
善
注
は
、「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
に
対
し
、『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」

を
引
い
て
お
り
、
明
の
胡
之
驥
（『
江
文
通
集
』
の
初
の
集
注
者
。『
江
文
通
彙
注
』、
以
下
『
彙
注
』
を
編
す
）
は
、「
⑧
草
」
を
「
瑤
草
」
と
表

記
し
て
い
る
が
、『
山
海
経
』
の
同
じ
箇
所
を
挙
げ
る
。
し
か
し
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
郭
璞
は
こ
の
「
⑧
草
」
を
「
君
子
が
身
に
帯
び

れ
ば
、
人
に
敬
服
・
敬
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
」
と
解
し
て
い
る
。「
⑧
草
」
と
空
閨
の
嘆
き
を
詠
う
「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
は
ど
の
様

に
繋
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
淹
は
、『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
る
「
別
賦
」「
恨
賦
」
な
ど
の
叙
情
文
学
、
あ
る
い
は
、
歴
代
の
文
人
を
摸
し
た
「
雑
体
詩
三
十
首
」

な
ど
の
模
擬
的
な
作
品
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
神
仙
道
家
の
影
響
色
濃
い
文
学
を
残
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

19
）。
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筆
者
は
以
前
、
江
淹
に
は
郭
璞
同
様
、
鉱
物
や
虹
な
ど
珍
奇
な
事
象
を
詠
ん
だ
色
彩
豊
か
な
作
品
が
多
い
事
に
着
目
し
、
江
淹
生
来
の
奇

異
な
も
の
に
対
す
る
嗜
好
が
、
道
家
道
教
へ
の
強
い
興
味
と
相
俟
っ
て
『
山
海
経
』
的
世
界
に
向
か
わ
せ
た
こ
と
、
そ
れ
が
江
淹
か
ら
郭

璞
へ
「
五
色
の
筆
」
が
返
さ
れ
た
と
す
る
「
五
色
筆
（
江
淹
才
尽
）」
故
事
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
江
淹
自
ら
『
山

海
経
』
の
欠
を
補
う
為
に
『
赤
県
経
』
執
筆
を
手
掛
け
た
と
い
う
史
伝
に
注
目
し
、
そ
の
『
赤
県
経
』
に
比
定
さ
れ
る
「
遂
古
篇
」
と
い

う
作
品
の
検
討
を
通
じ
て
、
江
淹
が
そ
の
後
半
生
、
郭
璞
同
様
の
学
究
的
精
神
を
以
て
『
山
海
経
』
の
追
補
を
試
み
た
こ
と
、
ま
た
そ
の

動
因
と
し
て
、
郭
璞
注
に
欠
け
て
い
た
仏
教
的
世
界
観
か
ら
の
影
響
が
有
っ
た
事
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
江
淹
「
遂
古
篇
」
の

異
域
の
国
々
を
羅
列
す
る
段
落
で
は
、
西
の
最
果
て
に
、
郭
璞
『
山
海
経
』
注
に
は
見
え
な
い
仏
教
の
極
楽
浄
土
を
描
い
て
い
る
こ
と
に

も
見
て
と
れ
る（

20
）。

　

郭
璞
と
共
通
す
る
『
山
海
経
』
世
界
と
の
関
わ
り
か
ら
す
れ
ば
、
江
淹
が
「
瑤
草
」
を
詩
賦
に
詠
ん
だ
背
景
に
は
『
山
海
経
』
に
対
す

る
興
味
と
愛
着
が
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教
に
対
す
る
態
度
の
差
異
に
示
さ
れ
る
様
に
、
江
淹
の
受
容
し
た
『
山
海
経
』

世
界
は
、
必
ず
し
も
郭
璞
と
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
江
淹
は
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
を
ど
の
様
に
理
解
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
問
い
に
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、「
別
賦
」
李
善
注
が
挙
げ
る
も
う
一
つ
の
資
料
、
宋
玉
「
高
唐
賦
」
の
逸
文
で
あ
る
。

１―

２
、「
巫
山
神
女
」
と
そ
の
逸
文―
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
か
ら
「
巫
山
の
帝
女
」
へ

　

現
行
の
『
文
選
』
所
収
の
宋
玉
「
高
唐
賦
」
は
、
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
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昔
者
楚
襄
王
、
与
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
台
。
望
高
唐
之
観
、
其
上
独
有
雲
気
。
要
兮
直
上
、
忽
兮
改
容
、
須
臾
之
間
、
変
化
無
窮
。

王
問
玉
曰
、
此
何
気
也
。
玉
対
曰
、
所
謂
朝
雲
者
也
。
王
曰
、
何
謂
朝
雲
。
玉
曰
、
昔
者
先
王
嘗
遊
高
唐
、
怠
而
昼
寝
、
夢
見

一
婦
人
。
曰
、
妾
巫
山
之
女
也
。
為
髙
唐
之
客
。
聞
君
遊
高
唐
。
願
薦
枕
席
。
王
因
幸
之
。
去
而
辞
曰
、
妾
在
巫
山
之
陽
、
高

丘
之
阻
、
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
之
下
。
旦
朝
視
之
如
言
。
故
為
立
廟
、
号
曰
朝
雲
。
… 

 

 

（『
文
選
』
巻
十
九
「
情
」、
宋
玉
「
髙
唐
賦
」）

昔
、
楚
の
襄
王
が
、
宋
玉
と
雲
夢
の
台
に
遊
ん
だ
。
髙
唐
の
高
殿
を
眺
め
る
と
、
そ
の
上
に
は
た
だ
雲
気
の
み
が
あ
り
、
高
く
ま
っ
す
ぐ
に
昇

る
と
、
た
ち
ま
ち
形
を
変
え
、
僅
か
の
間
に
も
、
変
化
し
て
窮
ま
る
こ
と
が
無
い
。
王
が
宋
玉
に
「
こ
れ
は
な
ん
の
気
で
あ
ろ
う
か
」
と
尋
ね

る
と
、
玉
は
答
え
て
「
こ
れ
が
所
謂
、
朝
雲
と
い
う
も
の
で
す
」
と
述
べ
た
。
王
が
「
朝
雲
と
は
何
か
」
と
尋
ね
る
と
、
玉
は
次
の
よ
う
に
答

え
た
。「
昔
、
先
王
（
懐
王
）
が
髙
唐
に
遊
ば
れ
た
時
、
お
疲
れ
に
な
っ
て
昼
寝
を
さ
れ
る
と
、
夢
に
独
り
の
婦
人
が
現
れ
ま
し
た
。
婦
人
は
、

『
私
は
巫
山
の
娘
で
、
こ
こ
高
唐
に
遊
び
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
あ
な
た
様
が
髙
唐
に
お
遊
び
と
聞
き
及
び
、
枕
席
に
お
仕
え
し
た
い
と
思

い
ま
し
て
。』
と
申
し
ま
し
た
。
王
は
そ
こ
で
彼
女
を
寵
愛
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
ち
去
る
と
き
に
婦
人
は
『
私
は
巫
山
の
南
、
高
丘
の
険
し
い

と
こ
ろ
に
居
り
、朝
は
雲
と
な
り
暮
れ
に
は
雨
と
な
り
、朝
な
夕
な
陽
台
の
下
に
居
り
ま
す
。』と
言
い
ま
し
た
。朝
に
な
っ
て
見
ま
す
と
、言
っ

た
と
お
り
で
し
た
。
そ
こ
で
彼
女
の
た
め
に
廟
を
立
て
、
そ
れ
を
朝
雲
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。」
…

　

こ
の
後
、
宋
玉
が
襄
王
の
求
め
に
従
い
、
髙
唐
観
に
至
る
道
の
険
し
さ
と
、
山
頂
で
の
儀
式
の
模
様
を
語
る
。「
巫
山
之
女
」
に
関
す

る
記
述
は
こ
こ
に
引
用
し
た
も
の
の
み
だ
が
、「
別
賦
」
李
善
注
は
、
先
に
挙
げ
た
『
山
海
経
』
の
引
用
に
先
立
ち
、
次
の
よ
う
な
一
文

を
引
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
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宋
玉
「
高
唐
賦
」
曰
、
我
帝
之
季
女
、
名
曰
瑤
姫
、
未
行
而
亡
、
封
于
巫
山
之
台
、
精
魂
為
草
、
実
為
霊
芝
。 

（『
文
選
』
巻
十
六
「
哀
傷
」
所
収
・
江
淹
「
別
賦
」
李
善
注
引
「
髙
唐
賦
」）

宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
私
は
帝
の
末
娘
で
、
名
は
瑤
姫
と
言
い
ま
す
。
嫁
が
な
い
う
ち
に
死
に
、
巫
山
の
台
に
葬
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
精
魂
は
草
と
な
り
、
そ
の
実
は
霊
芝
と
な
っ
た
の
で
す
。」
と
。

　

こ
の
逸
文
が
伝
え
る
と
こ
ろ
は
、
①
帝
の
娘
で
あ
っ
て
「
瑤
姫
」
と
呼
ば
れ
、
②
未
婚
に
し
て
死
に
巫
山
に
葬
ら
れ
、
③
そ
の
精
魂
が

草
と
な
り
実
は
霊
芝
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
、
現
行
の
「
髙
唐
賦
」
に
語
ら
れ
る
巫
山
神
女
の
前
身
に
つ
い
て
の
情
報
と
言
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、『
楚
国
先
賢
伝（

21
）』、

北
魏
・
酈
道
元
『
水
経
注
』「
江
水
二
」「
巫
県
」（

22
）、東

晋
・
習
鑿
歯
撰
『
襄
陽
耆
旧
伝
』（『
渚

宮
旧
事
』、『
太
平
御
覧
』
引（

23
））

な
ど
に
も
、
そ
の
精
魂
が
化
し
て
「
草
」
や
「
霊
芝
」
と
な
っ
た
「
帝
女
瑤
姫
」
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。

　

一
九
三
六
年
、
孫
作
雲
が
『
山
海
経
』
の
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
と
「
髙
唐
賦
」
逸
文
の
「
巫
山
に
葬
ら
れ
た
帝
の
季
女
」
が
元
は
同
じ

人
物
で
あ
っ
た
と
述
べ（

24
）、

さ
ら
に
一
九
七
九
年
、
袁
珂
が
、
宋
玉
「
高
唐
賦
」
は
、『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
神
話
が
発
展
し
た
も
の
で

あ
る
と
解
し
て
以
来（

25
）、

こ
の
説
は
多
く
の
学
者
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
九
三
年
の
袁
珂
の
書
か
ら
、
初
め
に
引
い
た

『
山
海
経
』「
中
山
経
」「
⑧
草
」
神
話
の
解
説
を
見
て
み
よ
う
。

（
袁
）
珂
案
：
『
文
選
』「
高
唐
賦
」
注
引
『
襄
陽
耆
旧
伝
』
云
「
赤
帝
女
曰
媱
姫
、
未
行
而
卒
、
葬
于
巫
山
之
陽
、
故
曰
巫
山

之
女
。
楚
懐
王
遊
於
高
唐
、
昼
寝
、
夢
見
与
神
遇
。
王
因
幸
之
。
遂
為
置
観
於
巫
山
之
南
、
号
曰
朝
雲
。
後
至
襄
王
時
、
復
遊

高
唐
。」
此
瑤
姫
神
話
之
概
略
也
。「
別
賦
0

0

」
注
引
0

0

「
高
唐
賦

0

0

0

」（
今
本
無

0

0

0

）
記
瑤
姫
之
言
云

0

0

0

0

0

：
「
我
帝
之
季
女

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

、
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未
行
而
亡

0

0

0

0

、
封
于
巫
山
之

0

0

0

0

0

台0

、
精
魂
為
草

0

0

0

0

、
実
為
霊
芝

0

0

0

0

。」
乃
与
此
経
所
記
之
女
尸
化
為

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

⑧0

草
契
合
焉

0

0

0

0

、
知
瑤
姫
神
話
乃

0

0

0

0

0

0

⑧0

草0

神
話
之
演
変

0

0

0

0

0

。 

（「
中
山
經
」「
⑧
草
」
解
説
、
袁
珂
『
山
海
経
校
注
』
巴
蜀
書
社
一
九
九
三
、
一
七
二
頁
）

私
、
袁
珂
が
按
ず
る
に
『
文
選
』「
高
唐
賦
」
の
李
善
注
に
引
く
『
襄
陽
耆
旧
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。「
赤
帝
の
娘
を
媱
姫
と

い
う
、
嫁
が
な
い
う
ち
に
死
に
、
巫
山
の
南
側
に
葬
ら
れ
た
。
ゆ
え
に
、〝
巫
山
の
女
〞
と
い
う
。
楚
の
懐
王
が
高
唐
に
遊
び
、
昼
寝
を
す
る
と
、

神
（
女
）
に
出
会
う
夢
を
見
た
。
王
は
よ
っ
て
そ
の
神
女
を
寵
愛
し
た
。
そ
こ
で
、
観
を
巫
山
の
南
側
に
置
き
、（
そ
れ
を
）
朝
雲
と
名
付
け
た
。

後
に
、
襄
王
の
時
に
い
た
っ
て
、
ま
た
高
唐
に
遊
ん
だ
。」
こ
れ
が
瑤
姫
神
話
の
概
略
で
あ
る
。
ま
た
、「
別
賦
」
の
李
善
注
に
引
く
「
高
唐
賦
」

〈
現
行
本
に
は
な
い
〉
に
は
、
瑤
姫
の
台
詞
を
記
し
て
次
の
よ
う
に
云
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち；

「
私
は
帝
の
末
娘
で
、
名
は
瑤
姫
と
言
い
ま
す
。

嫁
が
な
い
う
ち
に
死
に
、
巫
山
の
陽
台
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
精
魂
は
草
と
な
り
、
そ
の
実
は
霊
芝
と
な
っ
た
の
で
す
。」
と
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
『
山
海
経
』「
中
山
経
」
が
記
す
〝（
帝
）
女
の
屍
が
化
し
て
⑧
草
と
な
っ
た
〞
と
い
う
記
事
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、〝（「
高
唐
賦
」
の
）

瑤
姫
神
話
〞
は
、〝（『
山
海
経
』
の
）
⑧
草
神
話
〞
の
進
展
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
判
る
。　

※
、（　

）
内
松
浦
加
筆
。

　

こ
の
様
に
、『
高
唐
賦
』「
巫
山
神
女
」
の
原
型
に
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
神
話
が
あ
っ
た
と
す
る
見
方
は（

26
）、

現
在
、
中
国
の
「
巫
山

神
女
」
研
究
に
お
い
て
す
で
に
定
説
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い（

27
）。『

山
海
経
』「
⑧
草
」
神
話
と
比
較
し
て
、「
瑤
姫
」
伝
説
に
は
次
の
よ
う

な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。（「
瑤
姫
」
伝
説
は
、
東
晋
・
習
鑿
歯
『
襄
陽
耆
旧
伝
』
の
記
述
が
最
も
長
い
）。

　

①
、
帝
女
が
埋
め
ら
れ
る
の
は
「
姑
媱
山
」
で
は
な
く
、「
巫
山
0

0

」
で
あ
る
。

　

②
、
帝
女
は
「
女
尸
」
で
は
な
く
、「
瑤
姫
0

0

」
と
呼
ば
れ
る
。

　

③
、「
季
女
」
お
よ
び
「
未
行
而
亡

0

0

0

0

（
卒
）（
嫁
が
ず
し
て
死
す
）」
と
い
う
要
素
が
加
わ
る
。
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④
、
変
化
を
見
た
の
は
帝
女
の
「
尸
」
で
は
な
く
「
精
魂
」
で
あ
り
、
そ
の
精
魂
が
化
す
の
は
黄
色
い
華
に
白
い
綿
毛
の
「
⑧
草
」
で

は
な
く
、「（
霊0

）
芝0

」
で
あ
る（

28
）。

　
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
は
巫
山
の
神
女
と
結
び
つ
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
。
次
に
江
淹
が
巫
山
の
神
女
を
ど
の
様
に
描
い
て
い
る

か
を
見
て
み
よ
う
。

１―
３
、
江
淹
の
「
悼
亡
詩
」
と
「
帝
女
」―

そ
の
哀
情
表
現

　

江
淹
は
、
元
徽
二
年
（
四
七
四
）、
三
十
三
歳
の
折
、
当
時
人
望
を
集
め
て
い
た
若
き
建
平
王
の
謀
叛
の
企
て
に
反
意
を
示
し
た
事
で
、

却
っ
て
王
の
怒
り
を
買
い
、
南
方
の
地
・
呉
興
（
今
の
福
建
省
浦
城
）
の
令
に
左
遷
さ
れ
、
足
か
け
三
年
に
亘
る
不
遇
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
る
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
人
呉
興
の
地
に
赴
く
直
前
の
秋
、
江
淹
は
、
ま
ず
第
二
子
江
艽
を
、
継
い
で
妻
の
劉
氏
を
立
て
続
け

に
失
っ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
時
、
劉
氏
は
恐
ら
く
ま
だ
二
十
代
の
後
半
で
あ
っ
た
と
い
う（

29
）。

　

呉
興
左
遷
時
代
、
江
淹
は
、
こ
の
夭
逝
の
妻
を
悼
み
「
悼
室
人
十
首
」
を
手
が
け
て
お
り
、
そ
の
最
後
の
一
首
に
描
か
れ
る
仙
境
に
、

「
帝
女
」
と
共
に
妻
自
身
（
こ
の
詩
の
中
で
は
「
佳
人
」
の
語
で
表
さ
れ
る
）
を
も
登
場
さ
せ
て
い
る
。

二
妃
麗
瀟
湘
、
一
有
乍
一
無
。
佳
人
承
雲
気
、
無
下
此
幽
都
。
当
追
帝
女
迹

0

0

0

、
出
入
泛
霊
輿
。
掩
映
金
淵
側
、
遊
豫
碧
山
隅
。

曖
然
時
将
罷
、
臨
風
返
故
居
。 

（
江
淹
「
悼
室
人
十
首
」
其
十
）

二
妃
は
瀟
湘
の
浦
に
現
れ
、
一
人
が
見
え
れ
ば
一
人
が
消
え
る
。
佳
人
は
仙
人
の
如
く
雲
気
に
乗
り
、
暗
黒
の
黄
泉
の
国
に
は
赴
か
な
い
。
ま
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さ
に
帝
女
の
あ
と
を
追
い
か
け
、
出
没
し
て
は
川
に
霊
輿
を
う
か
べ
る
。
黄
金
色
に
輝
く
川
の
淵
に
見
え
隠
れ
し
、
碧
色
の
山
際
に
遊
ぶ
。
し

か
し
、
辺
り
が
ぼ
ん
や
り
と
暗
く
な
り
日
が
沈
ん
だ
ら
、
風
に
乗
っ
て
我
が
家
に
帰
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。

　

黒
田
真
美
子
氏
は
、「
悼
亡
詩
」
の
代
表
的
作
者
で
あ
る
潘
岳
の
作
品
が
現
実
的
な
描
写
に
終
始
す
る
の
と
は
異
な
り
、
江
淹
は
夢
幻

の
仙
境
に
妻
を
出
現
さ
せ
る
事
で
、
潘
岳
と
は
異
な
る
独
自
の
悲
哀
の
止
揚
を
試
み
た
と
述
べ
て
い
る
（
一
九
九
八
、
脚
注
二
十
九
）。
こ

の
指
摘
を
も
と
に
、
さ
ら
に
考
え
た
い
の
は
こ
の
作
品
に
見
え
る
「
帝
女
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
舜
の
後
を
追
っ
て
自
殺
し
た
二
妃
（
娥

皇
と
女
英
）
と
し
て
解
釈
す
る
見
解
は
、
黒
田
氏
を
始
め
少
な
く
な
い
が（

30
）、

一
方
、
明
の
胡
之
驥
は
「『
山
海
経
』
曰
、
姑
射
（
原
文
マ
マ
）

之
山
、
帝
女
0

0

死
焉
、
化
為
瑤
草
。」
を
引
い
て
お
り
、
こ
の
「
帝
女
」
は
、『
山
海
経
』「
⑧
草
」
神
話
の
「
帝
女
」
で
あ
る
と
見
な
し
て

い
る
。

　

江
淹
は
、
潘
岳
の
「
悼
亡
詩
」
を
模
擬
し
て
、
江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
〈
述
哀
〉」（『
文
選
』
所
収
）
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の

末
尾
に
も
「
帝
女
」
が
登
場
す
る
。

夢
寐
復
冥
冥
、
何
由
覿
爾
形
。
我
慚
北
海
行

0

0

0

0

0

、
爾
無
帝
女
霊

0

0

0

0

0

。 
（『
文
選
』
巻
三
十
一
「
雑
擬
」
所
収
・
江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
」）

夢
の
世
界
も
ま
た
ぼ
ん
や
り
と
暗
い
。
ど
う
や
っ
て
亡
き
妻
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
の
は
、
私
に
、（『
列
仙
伝
』
に

見
る
）
人
の
魂
を
蘇
ら
す
と
い
う
北
海
の
道
術
も
な
く
、
妻
に
も
ま
た
、
夢
に
現
れ
る
と
い
う
、
古
の
帝
女
の
様
な
霊
力
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
詩
は
江
淹
「
悼
室
人
十
首
」
の
い
わ
ば
姉
妹
編
と
も
言
え
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
み
る
「
帝
女
霊

0

0

0

」
に
は
、
李
善
注
が
、『
宋
玉
集
』

か
ら
と
し
て
「
昔
先
王
遊
於
髙
唐
、
怠
於
而
昼
寝
、
夢
見
一
婦
人

0

0

0

0

0

。
自
云
、
我
帝
之
季
女

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

。」
と
い
う
記
述
を
引
き
、
胡
之

驥
注
も
同
じ
内
容
の
文
章
を
引
い
て
、
楚
王
の
夢
に
現
れ
る
「
巫
山
の
帝
女
・
瑤
姫
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る（

31
）。

し
か
し
、
潘
岳
の
「
悼

亡
詩
」
に
は
「
巫
山
神
女
」
を
は
じ
め
と
し
て
神
話
的
要
素
は
一
切
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
悲
哀
の
表
現
は
、「
悼
室
人
十
首
」

の
末
尾
に
、
亡
き
妻
を
仙
界
の
住
人
と
す
る
幻
想
的
描
写
を
用
い
る
の
と
同
様
、
江
淹
独
特
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
こ
で
再
び
「
別
賦
」
の
「
瑤
草
の
徒
に
芳
し
き
を
惜
し
む
」
の
句
に
戻
ろ
う
。
李
善
が
別
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
妻
の
悲
哀
を
最
も

的
確
に
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
ず
「
高
唐
賦
」
の
逸
文
を
引
用
し
た
の
は
、
そ
こ
に
現
れ
る
帝
女
が
、「
未
だ
嫁
が
ず
し
て
死
に
、

巫
山
の
台
に
葬
ら
れ
た
」
と
語
ら
れ
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
山
海
経
』
の
帝
女
は
死
し
て
「
⑧
草
」
と
化
す
も
の
の
、
神
話
全

体
は
「
⑧
草
」
の
形
状
と
効
能
を
説
く
こ
と
に
主
眼
が
あ
り
、
帝
女
の
姿
に
悲
哀
の
影
は
な
い
。「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
」
に
登
場
す

る
「
帝
女
」
は
、
夢
に
現
れ
る
と
い
う
点
で
、
現
行
の
『
文
選
』
所
収
「
高
唐
賦
」
の
記
載
の
内
に
あ
る
。
し
か
し
、
自
ら
王
の
も
と
に

現
れ
枕
席
を
薦
め
る
神
女
に
は
や
は
り
悲
し
み
の
影
は
薄
い
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、
同
時
代
の
詩
歌
に
詠
わ
れ
る
「
巫
山
神
女
」
は
、

い
ず
れ
も
艶
め
か
し
い
情
事
の
相
手
と
し
て
描
か
れ
る
の
に
対
し
、
亡
き
妻
を
悼
む
詩
に
こ
の
神
女
を
詠
う
発
想
は
江
淹
の
他
に
例
を
見

な
い
。「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
」
に
於
い
て
「
爾
無
帝
女
霊

0

0

0

0

0

」
の
句
が
悲
哀
の
表
現
と
な
り
得
る
の
は
、「
巫
山
神
女
」
が
「
夭
逝
し
た

未
婚
の
帝
女
瑤
姫
」で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、「
未
行
而
之
」の
悲
し
み
を
抱
い
て
王
の
夢
に
現
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。江
淹
に
と
っ

て
の
「
巫
山
神
女
」
伝
説
は
、
逸
文
の
記
述
を
包
含
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
別
賦
」
に
お
い
て
「
惜
瑤
草
之
徒

0

0

0

0

0

芳0

」
の
句
が
悲
哀
の
表
現
と
な
る
た
め
に
は
、
拡
大
さ
れ
た
「
巫
山
神
女
」
と
、
⑧
草
と
化
し
た
『
山
海
経
』
の
「
帝
女
」
が
一
体
の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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１―

４
、
江
淹
に
お
け
る
巫
山
神
女―

「
帝
女
」
と
呼
ば
れ
る
意
味

　

前
章
で
は
、
郭
璞
に
お
い
て
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
が
、
古
の
「
帝
女
」
が
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
事
か
ら
、「
君
子
の
佩
す
る
も
の
」

と
い
う
儒
家
的
解
釈
が
施
さ
れ
た
事
を
確
認
し
た
。

　

一
方
、
江
淹
の
生
き
た
劉
宋
末
か
ら
梁
に
か
け
て
は
、
儒
家
的
掣
肘
を
斥
け
、
艶
冶
な
宮
体
詩
が
盛
行
し
た
時
期
で
あ
り
、「
巫
山
神
女
」

が
典
拠
と
し
て
定
着
す
る
の
も
こ
の
斉
梁
辺
り
で
あ
る
と
さ
れ
る（

32
）。

そ
れ
は
、『
楽
府
詩
集
』「
巫
山
高
」
の
解
題
が
、
古
辞
で
は
旅
人
の

望
郷
の
念
を
主
題
と
し
て
い
た
「
巫
山
高
」
が
、
斉
梁
以
降
に
は
「
陽
台
神
女
之
事

0

0

0

0

0

0

」
を
雑
え
、
望
郷
の
主
題
を
失
っ
た
と
説
明
す
る
の

に
も
傍
証
さ
れ
る
だ
ろ
う（

33
）。

　

で
は
、
斉
梁
期
の
巫
山
神
女
は
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
梁
元
帝
「
巫
山
高
」
に
「
巫
山
高
不
極
…
無
因
謝
神
女
0

0

、
一

為
出
房

。（
…
け
れ
ど
巫
山
の
神
女
に
逢
い
別
れ
を
言
う
術
も
な
い
。
神
女
は
す
で
に
寝
室
を
出
て
行
っ
た
の
だ
か
ら
）」、
梁
范
雲
「
巫
山
高
」
に

「
巫
山
高
不
極
…
枕
席
竟
誰
薦
、
相
望
空
依
依
。（
…
結
局
誰
が
枕
席
を
薦
め
る
の
か
、
巫
山
を
眺
め
て
は
空
し
く
想
い
が
募
る
ば
か
り
）」
と
あ
る

よ
う
に
、
楽
府
「
巫
山
高
」
の
多
く
は
巫
山
の
峻
険
さ
と
共
に
、
男
女
の
情
事
と
神
女
が
去
っ
た
後
の
悲
し
み
を
詠
っ
て
い
る
。
ま
た
、

楽
府
に
は
属
さ
な
い
作
品
で
も
、
沈
約
「
夢
見
美
人
詩

0

0

0

」
に
「
既
薦
巫
山
枕
、
又
奉
齊
眉
食
。（
あ
な
た
は
巫
山
の
枕
を
薦
め
、
目
八
分
に
捧

げ
た
食
膳
を
そ
な
え
た
。）」
と
あ
る
よ
う
に
、
巫
山
神
女
の
伝
説
を
借
り
て
、
男
女
の
情
事
を
詠
む
こ
と
が
特
に
好
ま
れ
た
事
が
判
る（

34
）。

　

こ
の
様
な
同
時
代
の
作
例
に
比
べ
、
江
淹
の
「
巫
山
神
女
」
は
極
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、「
巫
山
神
女

0

0

0

0

」
を0

「
帝
女

0

0

」

と0

呼
ぶ
例
が

0

0

0

0

、
先
述
の
江
淹
「
雑
体
三
十
首
・
潘
岳
」
の
よ
う
に
江
淹
の
作
品
以
外
六
朝
を
通
し
て
皆
無
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

事
に
現
れ
て
い
る（

35
）。

同
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時
代
例
の
多
く
が
「
神
女
0

0

」
と
呼
び
（「
仙
姫
0

0

」
も
一
例（

36
））、

ま
た
、
現
行
の
『
文
選
』「
高
唐
賦
」
で
は
「
巫
山
之
女

0

0

0

0

」
と
の
み
呼
ば
れ

る
「
巫
山
神
女
0

0

」
を
、
江
淹
が
、
敢
え
て
「
帝
女
0

0

」
と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
神
女
を
「
霊
芝
」
と
化
し
た
「
帝
女
0

0

・
巫
山
の
瑤
姫
」
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
と
化
し
た
「
姑
媱
山
の
帝
女
0

0

」
と
も
同
一
の
も
の
と
見
な
す
た
め
で
あ
ろ
う
。「
神
女
」「
仙
姫
」
と

呼
ば
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
実
、
人
間
の
美
女
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
の
な
い
艶
冶
な
「
巫
山
神
女
」
を
好
ん
だ
斉
梁
期
の
風
潮
の
も
と
、

江
淹
は
、
こ
の
神
女
を
、
夭
逝
し
た
帝
女
0

0

と
し
て
悼
亡
詩
の
中
に
登
場
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、「
姑
媱
山
の
帝
女
」
と
「
巫
山
の
帝
女
瑤
姫
」

と
を
不
可
分
の
も
の
と
見
な
し
、
夭
逝
の
帝
女
瑤
姫
の
悲
哀
を
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
に
も
拡
大
し
、「
瑤
草
」
に
よ
っ
て
別
離
の
哀
情
を

表
現
し
た
。

　

一
方
、
郭
璞
に
於
け
る
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
は
、「
巫
山
神
女
」
と
は
全
く
無
関
係
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
帝
」
に
対
す
る
郭
璞

の
儒
家
的
認
識
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
古
の
帝
王
の
仁
徳
」
を
讃
美
す
る
郭
璞
の
儒
家
的
な
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、「
帝
女
」
の
化

身
で
あ
る
「
⑧
草
」
は
、
自
ら
枕
席
に
侍
ら
せ
て
欲
し
い
と
願
い
で
る
よ
う
な
、
淫
ら
な
「
巫
山
神
女
」
と
は
全
く
異
質
の
存
在
で
あ
っ

た
。「
⑧
草
」
は
、
君
子
の
佩
び
る
べ
き
も
の
と
な
り
、
夭
逝
し
た
瑤
姫
の
悲
哀
と
結
び
つ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

37
）。

２
、
江
淹
「
丹
砂
可
学
賦
」―
玉
の
永
遠
性

　

し
か
し
、
江
淹
が
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
及
び
「
巫
山
の
帝
女
瑤
姫
」
に
愛
着
を
覚
え
た
ゆ
え
ん
は
、
恐
ら
く
嫁
が
ず
に
死
ん
だ
哀
傷
性

に
の
み
あ
る
の
で
は
な
い
。「
帝
女
」
が
「
⑧
草
」「
霊
芝
」
あ
る
い
は
「
朝
雲
行
雨
」
に
転
生
変
化
し
、
こ
の
世
に
留
ま
っ
た
と
さ
れ
る

所
に
も
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
「
丹
砂
可
学
賦
」
に
描
か
れ
る
「
瑤
草
」
の
意
味
を
考
え
た
い
。
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１
、「
瑤
草
を
拾
い
て
悠
然
た
り
」―

永
遠
な
る
玉
石
と
山
水
草
木

　
「
丹
砂
可
学
賦
」
は
、
錬
丹
服
食
の
効
用
を
説
く
と
共
に
、
神
仙
の
道
は
修
得
可
能
で
あ
る
事
を
、『
楚
辞
』
や
『
山
海
経
』
の
神
話
的

モ
チ
ー
フ
を
借
り
て
述
べ
た
夢
幻
的
作
品
で
あ
る（

38
）。

「
序
」
咸
曰
金
不
可
鋳
、
僕
不
信
也
。
試
為
此
辞
、
精
思
云
爾
。
…
（
本
文
）
乗
綵
霞
於
西
海
、
駟
行
雨
於
丹
淵
、
山
差
池
而

鏡
壑
、
水
淸
明
而
抱
天
、
山
含
玉
以
永
歳

0

0

0

0

0

0

、
水
蔵
珪
以
窮
年

0

0

0

0

0

0

、
擬
若
木
以
寫
意

0

0

0

0

0

0

、
拾
瑤
草
而
悠
然

0

0

0

0

0

0

。 
 

 

（
江
淹
「
丹
砂
可
学
賦
有
序
」）

「
序
」
み
な
金
丹
は
錬
成
す
る
事
が
出
来
ぬ
と
い
う
が
、
私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
試
み
に
こ
の
賦
を
作
り
、
深
く
考
え
て
こ
の
事
を
述
べ
よ
う
。

…
（
本
文
）
崑
崙
山
の
あ
る
西
海
で
色
鮮
や
か
な
雲
に
乗
り
、
通
り
雨
を
馬
と
し
、
崑
崙
か
ら
流
れ
出
す
丹
い
淵
を
馳
せ
る
。
山
は
高
く
低
く

聳
え
立
ち
壑
を
照
り
輝
か
し
、
水
は
清
ら
か
で
明
る
く
天
を
抱
く
。
山
は
玉
を
身
体
に
含
ん
で
永
久
に
生
き
な
が
ら
え
、
水
は
珪
玉
を
懐
に
蔵

し
て
長
寿
を
極
め
る
。
日
没
す
る
と
こ
ろ
西
方
に
生
え
る
伝
説
の
神
樹
・
若
木
に
準
え
て
意
を
表
し
、
う
つ
く
し
き
瑤
草
を
拾
っ
て
悠
然
と
す

る
。

　

こ
こ
に
詠
ま
れ
る
「
瑤
草
」
は
、
西
方
崑
崙
の
辺
り
に
生
え
る
と
い
う
仙
樹
「
若
木
」
と
対
を
為
し
て
い
る
。
諸
注
を
見
る
と
、
胡
之

驥
注
は
「
瑤
草
」
に
対
し
て
『
山
海
経
』
の
帝
女
神
話
を
を
典
拠
と
し
て
引
く
が（

39
）、『

校
注
』
は
「
瑤
草
、
即
玉
芝
、
道
家
所
謂
的
仙
薬
。
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以
上
二
句
（
若
木
、
瑤
草
の
事
）
表
示
希
望
長
生
不
老
之
意
。」
と
し
、
江
淹
の
三
つ
め
の
「
瑤
草
」
が
描
か
れ
る
「
従
冠
軍
建
平
王
登

廬
山
香
鑪
峯
一
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
二
所
収
）
の
李
善
注
「
瑤
草
、
玉
芝
也
」
を
踏
ま
え
、
神
仙
道
家
の
薬
餌
と
解
し
て
い
る（

40
）。

　

こ
の
「
瑤
草
」
は
、
江
淹
以
前
の
唯
一
の
用
例
で
あ
る
東
方
朔
の
「
瑤
草
」、
即
ち
「
相
期
拾
瑤
草
」
を
踏
ま
え
る
事
は
顕
か
で
あ
ろ
う
。

東
方
朔
は
こ
の
「
瑤
草
」
を
海
中
の
仙
境
「
十
洲
三
島
」
に
咲
く
も
の
と
し
、
江
淹
は
「
西
海
」「
丹
淵
」
と
い
う
崑
崙
の
地
名
と
と
も

に
詠
い
、
い
ず
れ
も
仙
境
の
草
と
し
て
描
い
て
い
る
。

　

丹
を
錬
り
服
す
る
事
を
奨
励
す
る
「
丹
砂
可
学
賦
」
は
、
鉱
物
玉
石
の
永
遠
不
滅
性
を
繰
り
返
し
詠
っ
て
お
り
、
玉
石
至
上
主
義
と
も

言
え
る
こ
う
し
た
意
識
は
、
文
中
に
示
さ
れ
る
自
然
観
に
も
看
取
さ
れ
る
。「
山
含
玉
0

0

以
永
歳
、
水
蔵
珪
0

0

以
窮
年
」
と
の
対
句
は
、
江
淹

に
と
っ
て
、
山
水
が
永
遠
に
存
在
す
る
の
は
、
そ
の
体
内
に
「
玉
」
や
「
珪
」
を
蔵
す
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
様
な

山
水
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
に
は
人
間
に
永
遠
の
命
を
与
え
る
「
瑤
草
」
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
瑤
草
」
は
、
夭
逝
し
た
帝
女
の
悲
し
み
を
背
景
に
詠
わ
れ
る
「
別
賦
」
の
「
瑤
草
」
と
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
の
様
に
見
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
両
者
を
別
の
も
の
と
見
な
す
な
ら
、
江
淹
は
な
ぜ
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
を
敢
え
て
「
瑤
草
」
と
言
い
換
え
、
一
方
で

は
永
遠
の
命
の
象
徴
と
し
、
一
方
で
は
美
と
若
さ
が
速
や
か
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
悲
し
み
を
託
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
江
淹
に
於
け
る
「
瑤
」

と
「
草
」
の
用
例
を
検
討
す
る
こ
と
で
こ
の
問
題
を
考
え
た
い
。
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２
、
江
淹
に
於
け
る
「
瑤
」「
草
」
字
愛
好

２―

２―

１
、「
瑤
」
字
の
用
例―

そ
の
特
徴

　

以
前
、
江
淹
文
学
の
色
彩
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
小
論
で
（
二
〇
〇
二
）、
自
ら
「
愛
奇
尚
異
」（『
江
文
通
集
』
自
序
）
と
称
す
る
生

来
の
嗜
好
や
、「
爰
有
碧
水
丹
山

0

0

0

0

、
珍
木
霊
草

0

0

0

0

、
皆
淹
平
生
所
至
愛

0

0

0

0

0

0

0

、
不
覚
行
路
之
遠
矣
。（
こ
こ
呉
興
の
地
に
は
碧
き
水
や
丹
き
山
、
珍
し
き

木
や
霊
な
る
草
が
あ
る
。
み
な
、
私
が
日
頃
か
ら
最
も
愛
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
く
道
の
遠
さ
が
身
に
沁
み
る
こ
と
は
無
か
っ
た
）」（『
江

文
通
集
』
自
序
）
と
述
べ
る
呉
興
左
遷
時
代
の
回
想
を
手
が
か
り
に
、
①
江
淹
の
色
彩
語
が
自
然
の
生
む
草
木
鉱
物
天
象
と
共
に
用
い
ら

れ
る
事
、
②
〝
丹
・
碧
〞
と
い
う
色
彩
語
が
多
用
さ
れ
る
事
、
③
そ
れ
ら
が
『
山
海
経
』
世
界
へ
の
知
的
追
求
に
繋
が
る
点
で
、
郭
璞
と

共
通
す
る
事
、
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
①
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
的
・
通
史
的
に
み
て
も
、
鉱
物
玉
石
を
最
も
多
く
詠
む
詩
人
が
江
淹
で

あ
る
事
を
確
認
し
た
。

　

漢
か
ら
六
朝
末
迄
、
個
人
の
作
品
（
韻
文
散
文
を
併
せ
る
）
に
「
瑤
」
の
字
の
使
用
数
を
調
べ
る
と
、
江
淹
の
「
瑤
」
の
使
用
数
は
四

十
で
、
二
位
・
沈
約
の
二
十
を
大
き
く
引
き
離
し
最
多
で
あ
る（

41
）。

で
は
、
江
淹
の
「
瑤
」
字
愛
好
に
は
如
何
な
る
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
先
秦
か
ら
六
朝
ま
で
の
「
瑤
」
を
用
い
た
語
彙
の
う
ち
、
特
に
使
用
頻
度
が
高
く
好
ま
れ
た
語
彙
、

「
瑤
台
」（
30
）「
瑤
池
」（
24
）「
瑤
光
」（
15
）
の
特
徴
を
、『
文
選
』
に
採
録
さ
れ
る
作
品
を
中
心
に
み
て
み
た
い
（「
瑤
」
を
用
い
た
語
彙

の
頻
度
順
統
計
は
、
脚
注
に
示
す（

42
））。
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Ａ
【
瑤
台
】

　

 
①
後
漢
・
張
衡
「
東
京
賦
」「
夏
癸
之
瑤
台
0

0

、
殷
辛
之
瓊
室
也
。」（『
文
選
』
巻
三
、
李
善
注
、『
汲
冢
古
文
』
曰
、「
夏
桀
作
傾
宮
瑤
台
0

0

、

殫
百
姓
之
財
、
殷
紂
作
瓊
室
立
玉
門
也
。」）

　

 

②
西
晋
・
陸
士
衡
「
楽
府
十
七
首
」「
前
緩
声
歌
」「
北
徴
瑤
台
0

0

女
、
南
要
湘
川
娥
」（『
文
選
』
巻
二
十
八
、
李
善
注
、『
楚
辞
』
曰
、「
望

瑤
台
0

0

之
偃
蹇
兮
、
見
有
娥
之
佚
女
湘
娥
。」）

　

Ｂ
【
瑤
池
】

　

 

①
宋
・
鮑
照
「
舞
鶴
賦
」「
朝
戯
于
芝
田
、
夕
飲
乎
瑤
池
0

0

。」（『
文
選
』
巻
十
四
、
李
善
注
、『
穆
天
子
伝
』
曰
、
天
子
觴
王
母
于
瑤
池
0

0

之
上
。）

　

 

②
斉
・
王
融
「
遊
仙
詩
五
首
・
其
三
」「
命
駕
瑤
池
0

0

隈
、
過
息
嬴
女
台
。
長
袖
何
靡
靡
、
簫
管
清
且
哀
。
璧
門
涼
月
挙
、
珠
殿
秋
風
迴
。

青
鳥
騖
髙
羽
、
王
母
停
玉
杯
。
挙
手
暫
為
別
、
千
年
将
復
来
。」（『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
巻
七
十
六
）

　

Ｃ
【
瑤
光
】

　

①
漢
・
淮
南
王
・
劉
安
「
八
公
操
」「
瑤
光
0

0

過
北
斗
兮
、
馳
乗
風
雲
使
玉
女
兮
。」（『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
八
）

　

 

②
後
漢
・
張
衡
「
西
京
賦
」「
上
飛
闥
而
仰
眺
、
正
睹
瑤
光
0

0

与
玉
縄
。」（『
文
選
』
巻
二
、
李
善
注
、『
春
秋
運
斗
枢
』
曰
、
北
斗
七
星

第
七
曰
、
瑤
光
0

0

。）

　

Ａ
、「
瑤
台
」
は
、
美
玉
で
出
来
た
華
麗
な
楼
台
。
李
善
注
の
示
す
如
く
『
楚
辞
』
や
汲
冢
書
の
記
述
に
基
づ
く
。
崑
崙
の
仙
境
・
西

王
母
の
棲
ま
う
と
こ
ろ
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
Ｂ
「
瑤
池
」
は
『
穆
天
子
伝
』
に
見
え
て
お
り
、
西
王
母
と
穆
天
子
が
宴
を
催
し
た
所
。
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先
述
し
た
東
方
朔
の
「
瑤
草
」
も
仙
境
の
草
で
あ
る
点
で
、
こ
れ
ら
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
「
瑤
光
」
は
、
②
の
李
善
注
に
引
く
『
春

秋
運
斗
枢
』
に
拠
れ
ば
、
天
空
の
北
斗
七
星
で
あ
る
事
が
判
る
。「
瑤
」
の
字
は
「
遙
」
と
音
通
で
あ
る
事
か
ら
も
、〝
天
空
の
星
々
の
世

界
〞
や
〝
崑
崙
の
仙
境
〞
と
い
っ
た
、〝
瑤た
ま

の
如
く
輝
く
遙
か
彼
方
の
世
界
〞
を
想
像
さ
せ
、
こ
の
よ
う
な
「
瑤
」
の
語
彙
が
好
ま
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
「
丹
砂
可
学
賦
」
の
「
瑤
草
」
も
「
西
海
」「
丹
淵
」
を
舞
台
に
詠
わ
れ
て
お
り
、
崑
崙
の
仙
境
に
関
わ
る
も
の
に
「
瑤
」
が
用
い
ら
れ

る
例
の
典
型
と
言
え
る
。
し
か
し
、
江
淹
の
「
瑤
」
の
字
の
用
例
に
は
、
他
に
類
の
な
い
特
徴
が
あ
る
。
特
に
際
だ
っ
て
い
る
の
は
、
①

女
性
（
神
女
）
の
美
、
②
実
景
の
自
然
美
、
に
用
い
ら
れ
る
事
で
あ
る（

43
）。

①
の
例
は
、「
銅
爵
妓
」
に
、
女
性
の
美
し
さ
を
「
瑤
色
0

0

行
応
罷
、

紅
芳
幾
為
楽
（
美
人
の
瑤
の
如
き
容
色
は
ま
さ
に
衰
え
、
紅
の
如
き
芳
し
き
時
の
楽
し
み
は
ど
れ
ほ
ど
あ
ろ
う
か
）」
と
詠
み
、
ま
た
胡
之
驥
が
注

に
引
く
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
に
は
「
眉
如
翠
羽
」
と
の
み
あ
る
神
女
の
美
し
さ
を
、
江
淹
「
麗
色
賦
」
で
は
「
既
翠
眉
0

0

而
瑤
質
0

0

」
と

詠
ん
で
い
る
。
恐
ら
く
、
江
淹
に
と
っ
て
は
、
巫
山
瑤
姫
も
こ
の
瑤
色
・
瑤
質
を
備
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

②
自
然
の
景
物
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
先
行
例
に
は
、
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
、『
淮
南
子
』「
墜
形
訓
」「（
崑
崙
）
中
有
増
城
九
重
…
上

有
木
禾
、
其
脩
五
尋
…
碧
樹
瑤
樹
0

0

在
其
北
」
の
ほ
か
、
厳
忌
「
哀
時
命
」「
願
至
崑
崙
之
懸
圃

0

0

0

0

0

、
采
鍾
山
之
玉
英
。
擥
瑤
木
0

0

之
瀰
枝
兮
、

望
閬
風
之
板
桐
。」
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
崑
崙
の
仙
境
に
生
じ
る
樹
木
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
瑤
谿
0

0

」
を
詠
ん
だ
先
行
例
、
張
衡

「
思
玄
賦
」
に
は
「
瞰
瑤
谿
0

0

之
赤
岸
兮
、
弔
祖
江
之
見
劉
。」（
李
善
注
引
『
山
海
経
』「
欽
祖
殺
祖
江
于
崑
崙
之
陽

0

0

0

0

、
帝
乃
戮
之
於
鍾
山
之
東
、
曰

瑤
岸
0

0

。（
欽
祖
は
祖
江
を
崑
崙
の
南

0

0

0

0

で
殺
し
た
。
そ
こ
で
、
天
帝
は
欽
祖
を
鍾
山
の
東
、
瑤
岸
0

0

と
い
う
と
こ
ろ
で
処
刑
し
た
。）」、
た
だ
し
現
行
の
『
山
海
経
』

「
西
山
経
・
西
次
三
経
」
に
は
「
瑤
崖
0

0

」）
と
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
『
山
海
経
』
に
描
か
れ
る
土
地
で
、
崑
崙
の
南
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
同
じ
語
を
用
い
て
も
、
江
淹
の
模
擬
詩
「
雑
体
詩
三
十
首
・
謝
臨
川
霊
運
遊
山
」
に
お
い
て
は
、「
嵓
崿
転
竒
秀
、
岑
崟
還



江
淹
「
瑤
草
」
考

― 117 ―

相
蔽
、
赤
玉
隠
瑤
溪
0

0

、
雲
錦
被
沙
汭
（
岩
や
崖
は
次
々
と
珍
し
い
姿
を
見
せ
、
聳
つ
峰
も
ま
た
互
い
に
交
わ
り
覆
い
隠
す
よ
う
。
赤
き
玉
は
瑤
谿
に

0

0

0

潜
み
0

0

、
砂
の
汀
に
は
錦
の
如
き
雲
が
広
が
る
。）」
の
よ
う
に
、「
瑤
溪
0

0

」
は
、
謝
霊
運
が
山
川
を
旅
し
て
作
っ
た
詩
の
摸
擬
作
の
中
で
用
い
ら
れ
、

そ
こ
に
潜
む
「
赤
玉
」
と
共
に
、
こ
の
土
地
の
神
秘
的
な
美
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
江
淹
「
僊
陽
亭
」
に
も
、「
瑤0

礀0

夐
嶄
崒
、

銅
山
鬱
縱
横
。
方
水
埋
金
雘
、
圓
岸
伏
丹
瓊
（
瑤0

礀0

は0

遠
く
峻
険
、
銅
を
出
す
呉
興
の
山
脈
は
深
閑
と
し
て
四
方
八
方
に
根
を
張
る
。
玉
を
抱
く
と

い
う
方
水
に
は
金
雘
が
堆
積
し
、
ま
ろ
き
岸
に
は
丹
瓊
が
潜
む
。）」
と
詠
み
、「
瑤0

礀0

」
の
語
は
、「
銅
山
」
や
「
金
雘
」「
丹
瓊
」
の
様
な
鉱
物

玉
石
類
と
共
に
、
流
謫
の
地
で
あ
る
南
国
呉
興
の
奇
景

0

0

0

0

0

を
詠
む
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
、
江
淹
に
於
け
る
「
瑤
」
の
字
は

神
仙
的
世
界
を
意
識
し
つ
つ
も
、
実
際
の
山
水
の
描
写
に
於
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
自
然
の
景
物
と
と
も
に
詠
ま
れ
る
点
に
他
に
類
を
見
な
い
特
異
さ
が

あ
る
の
で
あ
る
。
江
淹
は
、
自
ら
が
遊
ん
だ
山
川
を
描
写
す
る
際
に
も
、「
瑤
」「
夐
」「
銅
」「
金
」
な
ど
の
語
を
多
用
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
す
れ
ば
「
丹
砂
可
学
賦
」
に
言
及
さ
れ
る
山
水
も
、
決
し
て
崑
崙
の
仙
境
に
の
み
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
玉
や
珪
を
抱
い
て
永
遠
の

生
命
を
保
つ
と
詠
わ
れ
る
山
水
は
、
江
淹
が
そ
の
中
で
遊
び
最
も
愛
し
た
山
水
の
姿
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

２―

２―

２
、「
草
」
字
の
用
例―

そ
の
特
徴

　

先
に
引
い
た
『
江
文
通
集
』
自
序
に
お
い
て
も
、
江
淹
は
日
頃
至
愛
す
る
も
の
と
し
て
鉱
物
を
冠
し
た
「
碧
水
丹
山
」
と
共
に
「
珍
木

霊
草
0

0

」
を
挙
げ
て
い
る
。
江
淹
の
用
い
る
「
草
」
の
用
例
も
、
そ
の
数
や
種
類
に
於
い
て
極
め
て
豊
富
で
あ
り
、「
草
」
の
字
の
使
用
数

は
九
十
九
に
上
っ
て
い
る
。
江
淹
の
「
草
」
の
用
例
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
三
種
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

①
薬
草
類
（「
霊
草
」
３
「
仙
草
」「
薬
草
」
各
２
「
神
草
」「
幽
草
」
な
ど（

44
））、

②
玉
草
類
（
鉱
物
を
あ
ら
わ
す
語
を
冠
す
る
も
の
、「
瑤
草
0

0

」
３
「
碧
草
0

0

」
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４
「
瓊
草
」
２
例
な
ど
）、
③
色
彩
語
＋
草
類
（「
緑
草
」「
紅
草
」
各
２
、「
白
草
」「
紺
草
」「
縹
草
」「
丹
草
」「
朱
草
」
な
ど
）。
こ
の
特
徴
は
、
叙

景
描
写
の
共
通
性
を
指
摘
さ
れ
る
同
時
代
の
詩
人
、
沈
約
・
謝
朓
ら
と
比
べ
て
み
た
と
き（

45
）、

よ
り
い
っ
そ
う
顕
ら
か
で
あ
る
。

　

沈
約
の
場
合
、「
草
」
を
用
い
た
語
彙
四
十
九
例
の
う
ち
、
薬
草
類
は
「
薬
草
」
の
一
例
、
色
彩
語
を
用
い
た
も
の
は
「
丹
草
」「
朱
草
」

の
各
一
例
の
み
、
玉
草
類
は
一
例
も
見
え
な
い
の
に
対
し
、
江
淹
に
は
使
用
例
の
無
い
「
衰
草
」
が
八
例
、「
寒
草
」
が
二
例
見
え
る
。

謝
朓
に
お
い
て
は
、
三
十
一
例
中
、「
草
」
一
字
の
み
の
用
例
が
多
く
、
江
淹
に
は
三
例
の
み
の
「
蕙
草
」
は
六
例
詠
ま
れ
る
が
、
薬
草

類
は
「
芝
草
」
の
一
例
、
色
彩
語
を
用
い
た
も
の
は
「
緑
草
」
の
二
例
に
留
ま
り
、
玉
草
類
は
や
は
り
皆
無
で
あ
る
。
さ
ら
に
③
「
玉
草

類
」
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
歴
代
の
用
例
を
み
て
も
、「
瓊
草
」
は
唯
一
、
東
晋
の
庾

「
遊
仙
詩
」
に
見
え
る
の
み
で
、「
碧
草
」
は

漢
の
郭
憲
『
漢
武
洞
冥
記
』
の
一
例
、「
瑤
草
」
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
よ
う
に
東
方
朔
の
例
の
み
で
あ
る
。

２―

３
、
永
遠
な
る
「
瑤
草
」―

「
碧
草
」
を
手
が
か
り
に

　
「
瑤
草
」
同
様
、
江
淹
に
特
に
好
ま
れ
た
（
使
用
例
は
四
例
あ
る
）「
碧
草
」
の
用
例
を
手
が
か
り
に
、
江
淹
の
「
瑤
草
」
の
特
質
を
考

え
て
み
た
い
。
江
淹
以
前
の
唯
一
の
例
は
、
漢
の
郭
憲
『
漢
武
洞
冥
記
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

瑤
琨
、
去
玉
門
九
萬
里
、
有
碧
草
0

0

。
如
麥
、
割
之
以
醸
酒
、
則
味
如
醇
酎
。
飲
一
合
三
旬
不
醒（

46
）。 

（
郭
憲
『
漢
武
洞
冥
記
』
巻
二
）

瑤
琨（

47
）。

玉
門
を
去
る
こ
と
九
萬
里
、
碧
草
が
有
る
。
麥
の
よ
う
で
、
こ
れ
を
割
い
て
酒
を
醸
造
す
る
と
、
味
は
醇
酎
（
非
常
に
濃
い
味
の
酒
）
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の
よ
う
。
一
合
飲
め
ば
三
旬
は
酔
い
が
醒
め
な
い
。

　

郭
憲
は
漢
の
汝
南
宋
の
人
、
生
没
年
不
詳
。『
漢
武
洞
冥
記
』
は
『
隋
書
経
籍
志
』
に
は
郭
憲
の
作
と
あ
る
が
唐
以
前
の
偽
作
と
の
説

も
あ
る
。
神
仙
の
道
術
・
異
域
の
怪
異
に
つ
い
て
述
べ
、『
十
洲
記
』
に
倣
う
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
詠
ま
れ
る
「
碧
草
」
は
西
方
玉
門
か

ら
九
万
里
の
地
に
生
じ
、
醸
す
と
強
い
酒
と
な
る
草
。
こ
の
「
碧
草
」
は
東
方
朔
の
描
く
「
瑤
草
」
と
同
じ
く
、「
仙
境
の
霊
草
」
で
あ
る
。

で
は
、
江
淹
の
「
碧
草
」
は
ど
の
様
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

江
淹
「
臥
疾
怨
別
留
長
史
」
に
は
「
金
堅
碧
不
滅

0

0

0

、
桂
華
蘭
有
英
（
黄
金
は
堅
く
、
碧
玉
は
不
滅

0

0

0

0

0

。
桂
は
華
や
か
蘭
は
麗
し
い
。）」
と
い
う

句
が
見
え
て
お
り
、
江
淹
に
お
い
て
は
「
碧
」
も
ま
た
「
瑤
」「
金
」
な
ど
の
玉
石
と
同
様
〝
不
滅
〞
の
象
徴
で
あ
っ
た
事
が
伺
え
る
。

以
前
、
江
淹
の
作
品
に
於
い
て
『
山
海
経
』
に
由
来
す
る
「
青
雘
」「
空
青
」「
碧0

」
な
ど
の
銅
系
0

0

の
鉱
物
が
特
に
多
く
用
い
ら
れ
る
背
景

に
、
遙
か
な
時
を
越
え
て
出
土
す
る
古
の
青
銅
器

0

0

0

類
（
銅
剣
等
）
へ
の
嗜
好
が
あ
る
事
を
指
摘
し
た
が
（
二
〇
〇
二
）、「
碧
」
は
銅
の
鉱

石
を
含
ん
で
お
り
「
茈
石
」「
紫
玉
」「
藍
玉
」「
孔
雀
石
」「
緑
玉
」「
碧
玉
0

0

」「
青
碧
0

0

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
み
な
銅
産
の
地

0

0

0

0

に
有
る
と
す

る
李
豊
楙
氏
の
説
明
に
基
づ
け
ば（

48
）、

江
淹
に
と
っ
て
「
碧
」
は
、
不
滅
の
青
銅
器
を
成
り
立
た
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
江
淹

の
「
碧
」
が
持
つ
永
遠
性
の
要
素
は
「
碧
草
」
に
も
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　

江
淹
は
「
雪
山
讚
四
首
」「
陰
長
生
」
に
於
い
て
、
煉
丹
服
薬
の
修
行
の
成
果
に
よ
っ
て
神
仙
と
な
っ
た
陰
長
生
の
顔
色
を
、「
光
顔
如

碧
草
」
と
詠
ん
で
い
る
。『
神
仙
伝
』
の
「
陰
長
生
」
伝
に
見
え
る
「
色
如
女
子
」
と
い
う
形
容
を（

49
）「

碧
草
」
の
如
し
、
と
詠
み
変
え
る

の
で
あ
る
。
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①
陰
君
惜
霊
骨
、
珪
璧
詎
為
宝
。
②
日
夜
名
山
側
、
果
得
金
丹
道
。

③
憂
傷
永
不
至

0

0

0

0

0

、
光
顔
如
碧
草

0

0

0

0

0

。
④
若
渡
西
海
時
、
致
意
三
青
鳥
。 

（
江
淹
「
雪
山
讃
・
陰
長
生
」）

①
陰
長
生
は
不
老
長
生
の
神
仙
を
愛
し
、
永
遠
の
肉
体
さ
え
在
れ
ば
、
珪
璧
さ
え
も
宝
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
②
そ
こ
で
、
日
夜
、
山
に
籠
も
っ

て
錬
丹
の
術
に
励
み
、
つ
い
に
金
丹
の
道
を
得
た
。
③
憂
慮
や
愁
思
と
は
永
遠
に
お
さ
ら
ば
。
光
り
輝
く
そ
の
顔
は
、
碧
々
と
つ
や
や
か
な
春

の
草
の
よ
う
。
④
も
し
、
西
の
果
て
の
海
を
渡
る
事
が
あ
れ
ば
、
そ
の
時
は
西
王
母
の
三
青
鳥
に
宜
し
く
お
伝
え
あ
れ
。

　

錬
丹
服
食
に
よ
っ
て
得
た
若
々
し
い
顔
色
を
、『
神
仙
伝
』
で
は
「
色
如
童
子
」（
趙
瞿
、
衛
叔
卿
、
天
門
子
、
劉
成
、
孔
安
国
）
や
「
色

如
少
年
」（
離
明
、
宮
崇
）、「
色
如
桃
花
」（
伯
山
甫
、
劉
安
、
魯
女
生
）
の
よ
う
に
喩
え
て
い
る
。
こ
れ
を
「
碧
草
」
に
喩
え
る
と
い
う

発
想
は
、『
神
仙
伝
』
を
は
じ
め
他
に
例
を
見
な
い
、
江
淹
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
江
淹
に
と
っ
て
、
そ
こ
に
碧

の
不
滅
性
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
居
る
以
上
、「
碧
草
」
の
喩
え
は
き
わ
め
て
自
然
の
も
の
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
の
は
、「
碧
草
」
が
単
な

る
神
仙
的
シ
ン
ボ
ル
に
留
ま
ら
ず
、「
瑤
礀
」「
瑤
谿
」
な
ど
と
同
様
、
実
景
の
描
写
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。

①
昔
我
別
楚
水
、
秋
月
麗
秋
天
。
②
今
君
客
呉
坂
、
春
色
縹
春
泉
。

③
幽
冀
生
碧
草

0

0

0

0

0

、
沅
湘
含
翠
烟
。 

（
江
淹
「
貽
袁
常
侍
」）

①
昔
、
君
が
私
と
荊
州
の
楚
水
で
別
れ
た
と
き
、
秋
の
月
が
秋
の
夜
空
に
麗
し
く
輝
い
て
い
た
。
②
今
、
君
が
呉
坂
（
江
蘇
の
呉
江
県
の
北
）

の
客
と
な
る
こ
の
時
、
折
し
も
春
、
春
光
は
泉
の
水
色
を
淡
い
縹
色
に
染
め
る
。
③
北
方
の
地
に
は
春
の
碧
あ
お
と
し
た
若
草
が
生
え
、
南
方

の
沅
湘
の
地
に
は
翠
の
煙
が
立
ち
籠
め
て
い
る
。
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泰
始
七
年（
四
七
一
）、北
方
か
ら
荊
州
に
戻
っ
て
間
も
な
い
江
淹
が
、そ
の
と
き
巴
陵
の
常
侍
員
外
郎
と
し
て
呉
に
居
た
最
愛
の
友
人
・

袁
炳
に
贈
っ
た
作
。『
楚
辞
』「
招
隠
士
」
の
「
王
孫
遊
兮
不
帰
、
春
草
生
兮
萋
萋
」
に
基
づ
き
、
逢
え
な
い
友
人
へ
の
思
い
を
詠
う
。
春

を
迎
え
て
青
々
と
茂
る
草
に
、
遠
く
去
っ
て
帰
ら
ぬ
人
へ
の
思
い
を
託
す
作
品
は
、
六
朝
か
ら
唐
代
ま
で
数
多
く
作
ら
れ
た（

50
）。

江
淹
の
こ

の
詩
も
そ
の
一
例
で
は
あ
る
が
、
江
淹
は
こ
の
春
の
草
を
「
青
草
」
と
は
謂
わ
ず
、
他
に
誰
も
使
っ
た
こ
と
の
な
い
「
碧
草
」
の
語
で
表

現
す
る
。
江
淹
の
多
様
な
草
の
中
に
「
青
草
」
は
見
ら
れ
な
い
。
季
節
の
推
移
に
つ
れ
て
変
化
す
る
草
を
も
、
江
淹
は
「
碧
」
と
い
う
永

遠
不
滅
の
相
で
描
こ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
瑤
樹
」「
瑤
谿
」「
瑤
草
」
な
ど
の
語
が
仙
界
の
描
写
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
玉
の
持
つ
永
遠
不
滅
の
輝
き
が
不
老
不
死
を
得
た
人
々

の
遊
ぶ
世
界
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
江
淹
は
こ
の
描
写
に
学
び
つ
つ
、
仙
界
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
山
水
の
景
観
や
植
物
、

さ
ら
に
は
女
性
の
美
し
さ
を
も
玉
石
鉱
物
を
冠
し
て
描
き
出
す
。
こ
れ
が
江
淹
の
特
異
な
点
で
あ
る
。「
瑤
」「
碧
」「
金
」
な
ど
を
伴
っ

て
描
か
れ
る
江
淹
の
自
然
や
女
性
の
容
姿
は
、
こ
の
世
の
も
の
な
ら
ぬ
美
と
輝
き
を
湛
え
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
過
去
の
仙
界
描
写
に

は
な
か
っ
た
、
ひ
と
つ
の
表
情
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
玉
石
に
よ
っ
て
形
容
さ
れ
な
が
ら
も
、「
寿
に

金
石
の
固
さ
無
き
」（「
古
詩
十
九
首
」
其
十
三
）
も
の
の
悲
し
み
で
あ
る
。
命
あ
る
も
の
は
す
べ
て
移
ろ
い
、
脆
く
も
崩
れ
去
っ
て
ゆ
く
。

江
淹
は
そ
の
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
が
見
せ
る
一
瞬
の
美
を
、
永
遠
の
も
の
と
し
て
留
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い

か
。
先
に
挙
げ
た
「
悼
室
人
十
首
」
其
十
に
は
、
夭
逝
し
た
妻
が
「
帝
女
」
と
共
に
「
金
淵
」
や
「
碧
山
」
で
遊
ぶ
様
が
描
か
れ
る
。
こ

れ
は
不
滅
の
輝
き
を
持
つ
山
水
の
中
で
、
妻
に
永
遠
の
命
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。「
別
賦
」
が
『
山
海
経
』「
⑧
草
」
神

話
と
「
巫
山
瑤
姫
」
の
神
話
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
⑧
草
」
を
「
瑤
草
」
と
詠
み
変
え
た
の
は
、
た
だ
単
に
「
瑤
姫
」
と
い
う
名
に
従
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
江
淹
の
「
瑤
」
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、「
帝
女
」
が
転
生
し
た
草
に
、
不
滅
の
命
を
与
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
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い
だ
ろ
う
か
。

　

江
淹
は
、「
姑
媱
山
の
帝
女
」
に
対
す
る
郭
璞
の
解
釈
を
採
ら
ず
、
こ
の
帝
女
を
巫
山
の
神
女
と
一
体
の
も
の
と
理
解
し
た
。
さ
ら
に
、

帝
女
が
化
し
た
「
⑧
草
」
を
仙
界
の
草
で
あ
る
「
瑤
草
」
と
結
び
つ
け
、
玉
の
永
遠
性
を
保
ち
つ
つ
、
儚
い
命
の
悲
し
み
を
詠
う
「
瑤
草
」

の
語
を
作
り
出
し
た
。「
瑤
草
」
に
は
、「
別
賦
」「
恨
賦
」
の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
江
淹
の
、
優
れ
た
抒
情
詩
人
と
し
て
の
一
面
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
び

　

本
稿
は
、
江
淹
が
好
ん
で
用
い
た
「
瑤
草
」
と
い
う
語
の
来
歴
を
探
っ
た
。
こ
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
郭
璞
と
江
淹
が
『
山

海
経
』
を
如
何
に
受
容
し
た
か
の
違
い
で
あ
っ
た
。
六
朝
期
に
お
い
て
、
学
究
的
態
度
で
『
山
海
経
』
に
向
か
っ
た
詩
人
は
郭
璞
と
江
淹

よ
り
他
に
無
い
。
し
か
し
、
姑
媱
山
の
帝
女
に
対
す
る
両
者
の
理
解
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郭
璞
と
江
淹
の
違
い
は
『
山
海

経
』
に
現
れ
る
奇
鳥
・
奇
獣
に
対
す
る
嗜
好
に
も
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
江
賦
」
に
「
長
江
に
棲
む
魚
は
…
鹿
の
様
な
角
の
あ
る
も
の
、

象
の
様
な
鼻
の
あ
る
も
の
、
ま
た
虎
に
似
た
も
の
、
龍
の
様
な
顔
を
し
た
も
の
…
（
魚
則
…
或
鹿
宗
象
鼻
、
或
虎
状
龍
顔
。
…
）」
な
ど
と
あ

る
様
に
、
郭
璞
の
作
品
に
は
、
異
形
の
鳥
獣
・
水
族
の
類
が
大
量
に
登
場
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
江
淹
の
作
品
に
は
、
奇
鳥
・
奇
獣
の
描

写
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
江
淹
に
於
け
る
『
山
海
経
』
へ
の
興
味
は
、
奇
鳥
・
奇
獣
よ
り
も
、
瑤
碧
な
ど
の
鉱
物
類
、
蓮
華
や
青
苔

な
ど
の
本
草
類
、
虹
や
雲
な
ど
の
天
象
類
な
ど
、
総
じ
て
美
し
く
神
秘
的
な
色
彩
・
光
彩
を
放
つ
事
物
に
よ
り
大
き
く
傾
い
て
い
た
と
言

う
こ
と
が
出
来
る（

51
）。

そ
の
意
味
で
「
⑧
草
」
と
化
し
た
「
姑
媱
山
の
帝
女
」
や
、「
霊
芝
」
あ
る
い
は
「
朝
雲
行
雨
」
と
化
し
た
「
巫
山
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の
神
女
」
の
伝
説
は
、
江
淹
の
嗜
好
に
最
も
叶
う
素
材
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

紙
面
の
都
合
上
本
稿
で
言
及
で
き
な
か
っ
た
、
江
淹
の
も
う
一
つ
の
「
瑤
草
」（『
文
選
』
収
江
淹
「
従
冠
軍
建
平
王
登
廬
山
香
鑪
峯
一
首
」）、

及
び
、
唐
代
以
降
の
「
瑤
草
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

1　

作
成
年
代
は
歴
代
の
諸
注
に
は
特
に
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
唯
一
、
蕭
合
姿
『
江
淹
及
其
作
品
研
究
』
収
「
江
淹
年
表
（
附
作
品
繋
年
）」（
文
津

出
版
社
二
〇
〇
〇
）
が
、
元
徽
四
年
（
四
七
六
）、
流
謫
の
地
・
呉
興
（
後
述
）
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

2　

ほ
か
に
は
『
玉
台
新
詠
』
所
収
・
王
融
「
古
意
二
首
、
遊
禽
暮
知
反
」（
巻
四
）「
遊
禽
暮
知
反
、
行
人
独
不
帰
。
坐
銷
芳
草
気

0

0

0

0

0

、
空
度
明
月
輝
。

嚬
容
入
朝
鏡
、
思
涙
點
春
衣
」、
柳
惲
「
擣
衣
詩
五
首
」
之
一
（
巻
五
）「
不
怨
飛
蓬
苦
、
徒
傷
蕙
草
残

0

0

0

0

0

。
…
念
君
方
遠
徭
、
望
妾
理
紈
素
」
等
。

3　

王
琳
『
六
朝
辞
賦
史
』（
黒
竜
江
教
育
出
版
社
一
九
九
八
）
で
は
、
江
淹
は
、
南
朝
の
賦
の
作
家
の
中
で
最
も
『
楚
辞
』
色
が
強
い
一
人
と
称
さ
れ

る
。（
在
南
朝
賦
家
中
、
江
淹
受
楚
辞
的
影
響
最
深
、
其
作
明
標
規
仿
楚
辞
者
、
是
《
応
謝
主
簿
騷
体
》《
劉
僕
射
東
山
学
騷
》《
山
中
楚
辞
五
首
》、

其
他
如
《
遂
古
篇
》《
雜
三
言
五
首
》
也
基
本
是
模
擬
楚
辞
之
作
。）。『
楚
辞
』
の
香
草
を
用
い
た
江
淹
の
作
品
例
に
は
、「
青
苔
賦
」「
彼
木
蘭
0

0

与
豫
章
、

既
中
縄
而
獲
、
及
薜0

茘0

与

蕪0

、
又
懐
芬
而
見
表
。」、「
待
罪
江
南
思
北
帰
賦
」「
至
江0

0

兮
始
秀
、
或
杜
衡
0

0

兮
初
滋
。
桂0

含
香
兮
作
葉
、
藕
生
蓮
兮

吐
絲
。」「
山
中
楚
辞
五
首
」「
忌

蛄
之
早
吟
、
惜
王
孫
之
晩
還
、
信
於
邑
兮
白
露
、
方
天
病
兮
秋
蘭
0

0

。」
な
ど
。

4　
「
瑤
草
」
の
語
は
『
楽
府
詩
集
』
巻
五
十
六
「
舞
曲
歌
辞
、
雑
舞
四
」
の
梁
・
沈
約
「
四
時
白
紵
歌
」
五
首
の
尾
聯
に
リ
フ
レ
ー
ン
と
し
て
用
い
ら

れ
る
（「
春
白
紵
」「
蘭
葉
参
差
桃
半
紅
、
飛
芳
舞
縠
戯
春
風
。
如
嬌
如
怨
状
不
同
、
含
笑
流
眄
満
堂
中
。
翡
翠
羣
飛
飛
不
息
、
願
在
雲
間
長
比
翼
。

佩
服
瑶
草
駐
容
色

0

0

0

0

0

0

0

、
舜
日
堯
年
歓
無
極
。」、「
夏
白
紵
」
以
下
略
）。
最
後
の
四
句
は
五
首
全
て
に
共
通
す
る
。『
楽
府
詩
集
』
に
は
『
古
今
楽
録
』
を

引
き
「
沈
約
云
：《
白
紵
》
五
章
、
勅
臣
約
造
。
武
帝
造
後
両
句
。」
と
あ
る
。
鈴
木
虎
雄
氏
は
「『
後
の
両
句
』
と
い
ふ
は
、「
後
の
押
韻
の
両
句
」

の
意
で
、
実
際
は
四
句
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
約
が
前
四
句
、
武
帝
が
後
四
句
を
造
っ
た
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
鈴
木
虎
雄
訳
解
『
玉
台
新
詠
』
巻
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九
「
春
日
白
紵
曲
」
解
説
〈
岩
波
書
店
一
九
五
六
〉）。『
玉
台
新
詠
』
巻
九
に
は
「
四
時
白
紵
」
全
五
首
の
う
ち
「
春
秋
」
の
二
首
の
み
採
り
、
沈
約

の
作
と
し
て
「
春
日
白
紵
一
首
」「
蘭
葉
參
差
桃
半
紅
、
飛
芳
舞
縠
戲
春
風
。
翡
翠
羣
飛
飛
不
息
、
願
在
雲
間
長
比
翼
。」、「
秋
日
白
紵
一
首
」「
白
露

欲
凝
草
已
黄
、
金
琯
玉
柱
響
洞
房
。
雙
心
一
影
倶
徊
翔
、
吐
情
寄
君
君
莫
忘
。」
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
こ
に
「
瑤
草
」
を
含
む
二
句
は
な
い
。
鈴
木

氏
は
、「
春
日
白
紵
一
首
」
の
後
半
二
句
は
武
帝
の
作
が
誤
写
さ
れ
た
と
す
る
（
前
掲
書
解
説
）。
五
首
に
共
通
す
る
後
の
四
句
は
、
最
後
の
「
舜
日

堯
年
、
歓
び
極
ま
り
無
し
」
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
舜
堯
の
治
世
の
よ
う
な
平
和
が
永
遠
に
続
く
よ
う
に
と
祈
る
祝
祷
詞
で
あ
る
。「
瑤
草
を
佩
服

し
て
容
色
を
駐
む
」
は
「
瑤
草
を
身
に
帯
び
て
若
さ
を
留
め
よ
う
」
と
詠
う
も
の
な
の
で
、
こ
の
「
瑤
草
」
は
後
述
す
る
東
方
朔
の
用
例
と
同
じ
く
、

仙
界
の
草
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
四
時
白
紵
歌
」
に
用
い
ら
れ
る
「
瑤
草
」
は
、
数
の
上
で
は
江
淹
の
三
作
品
三
例
を
凌
ぐ
五
例
と
な
る
が
、
そ
の

成
立
年
代
は
、
天
藍
元
年
（
五
〇
二
）
以
降
で
あ
っ
て
（
興
膳
宏
「
艶
詩
の
形
成
と
沈
約
」『
日
本
中
国
学
会
報
』
二
十
四
、
一
九
七
二
、
参
照
）、

江
淹
の
「
瑤
草
」
を
遡
る
事
は
な
い
。
ま
た
北
斉
の
例
は
、
厳
可
均
『
全
上
古
三
代
秦
漢
三
国
六
朝
文
』（
全
北
斉
文
・
巻
九
）
に
、
朱
曇
思
等
「
造

塔
頌
」「
□
璃
往
昔
、
麗
宇
今
茲
、
弱
黛
留
□
、
炎
起
停
暈
、
瑤
草
0

0

垂
露
、
畫
樹
懸
系
、
荷
抽
紫
葉
、
嶺
鬱
青
芝
。《
碑
拓
本
》。」
と
あ
る
。

5　

清
厳
可
均
『
全
上
古
先
秦
漢
三
国
六
朝
文
』（
電
子
版
索
引
・
香
港
中
文
大
学
出
版
社
）、
及
び
、
漢
魏
晋
六
朝
末
迄
の
主
要
な
作
家
百
三
家
の
作

品
を
載
せ
る
明
張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
電
子
版
・
上
海
人
民
出
版
社
）
に
基
づ
く
。

6　

明
張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
巻
四
「
東
方
朔
」
所
収
。

7　

東
方
朔
に
は
、
漢
武
帝
の
問
い
に
答
え
、「
十
洲
」
の
所
在
及
び
産
物
を
述
べ
た
と
言
わ
れ
る
『
十
洲
記
』
が
あ
り
、『
神
異
経
』
と
同
じ
く
『
山

海
経
』
に
倣
う
と
さ
れ
る
。「
与
友
人
書
」
に
仙
境
と
し
て
描
か
れ
る
「
十
洲
三
島
」
は
、
東
方
朔
と
『
十
洲
記
』
の
関
係
を
伺
わ
せ
る
が
、
現
在
、

『
十
洲
記
』
は
後
人
の
偽
託
と
さ
れ
て
い
る
。

8　
「
⑧
」「
瑤
」
字
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
⑧
」
に
つ
い
て
は
『
張
氏
重
刊
・
宋
本
広
韻
』（
以
下
『
広
韻
』）
①
（
平
宵
）「
遙

…
餘
招
切
。
…
⑧
、
蒲
葉
也
、
又
草
也
。」
②
（
去
笑
）「
燿0

、
…
弋
照
切
…
⑧0

、
菟
絲
也

0

0

0

。
又
帝
女
花
也

0

0

0

0

0

。」、『
四
部
集
要
経
部
』
収
『
集
韻
』
に
①

（
平
宵
）「
遙
…
餘
招
切
。
…
⑧
、
艸
名
、
蒲
葉
也
。」
②
（
去
笑
）「
燿0

…
弋
笑
切
。
…
⑧0

、
薬
艸
0

0

、
菟
絲
也

0

0

0

。
一
曰
玉
女

0

0

0

0

。」
と
あ
り
、
帝
女
が
化
し
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た
と
い
う
『
山
海
経
』
の
⑧
草
は
②
の
系
統
に
属
す
る
。「
瑤
」
に
つ
い
て
は
『
広
韻
』（
平
宵
）「
餘
昭
切
、
…
美
玉
」、『
集
韻
』（
平
宵
）「
餘
昭
切

…
『
説
文
』
玉
之
美
者
引
『
詩
』
報
之
以
瓊
瑤
」。（
①
②
の
番
号
、
句
読
点
、『
』
は
松
浦
加
筆
）

9　
『
文
選
』「
別
賦
」
李
善
注
「『
山
海
経
』
曰
、
姑
瑤
之
山
、
帝
女
死
焉
、
名
曰
女
尸
、
化
為
⑧
草
、
其
葉
胥
成
、
其
花
黄
、
其
実
如
兔
絲
、
服
者
媚

於
人
。
郭
璞
曰
、
瑤
与
⑧
、
並
音
遥
、
然
⑧
与
瑤
同
。」、
他
に
次
の
二
書
も
『
山
海
経
』
の
「
⑧
草
」
を
挙
げ
て
い
る
。
明
胡
之
驥
『
江
文
通
彙
注
』

（
中
華
書
局
一
九
八
二
）「『
山
海
經
』
曰
：
姑
媱
之
山
、
帝
女
死
焉
。
名
曰
女
尸
、
化
為
瑤
草
、
其
葉
胥
成
、
其
花
黄
、
其
實
女
兎
絲
。
服
者
媚
於
人
。」、

『
江
淹
集
校
注
』（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
九
四
）「
瑤
草
、
一
名
荒
夫
草
、
神
話
中
草
名
、
又
見
『
山
海
経
・
中
山
経
』
及
郭
璞
注
。
此
女
子
用
以
自

喩
。」、
ち
な
み
に
、『
校
注
』「
此
女
子
用
以
自
喩
」
は
、
五
臣
注
「
向
曰
、
瑤
草
0

0

、
香
草
、
以
自
喩
也

0

0

0

0

。
言
、
君
去
千
里
、
徒
為
芬
芳
。」
に
拠
る
も

の
だ
ろ
う
。

10　
『
春
秋
左
伝
注
疏
』
卷
十
一
「
冬
鄭
穆
公
卒
、
初
鄭
文
公
有
賤
妾
、
曰
燕
姞
。
夢
天
使
與
巳
蘭
曰
、
余
為
伯

。
余
而
祖
也
。
以
是
為
而
子

0

0

0

0

0

、
以
蘭
0

0

有
国
香

0

0

0

、
人
服
媚
之
如
是
也

0

0

0

0

0

0

0

。
既
而
文
公
見
之
。
与
之
蘭
而
御
之
。
辭
曰
、
妾
不
才
。
幸
而
有
子
、
将
不
信
。
敢
徴
蘭
乎
。
公
曰
、
諾
。
生
穆
公
。

名
之
曰
蘭
文
公
。」

11　

大
平
幸
代
「「
郭
璞
」
説
話
の
形
成
」（『
中
国
文
学
報
』
五
九
、
二
〇
〇
〇
）

12　
『
晋
書
』
巻
七
十
六
「
王

」「
晋
陵
有
金
鐸
之
瑞
、
郭
璞
云
必
致
中
興
。（
晋
陵
に
金
鐸
の
瑞
兆
が
現
れ
た
が
、
郭
璞
は
必
ず
中
興
が
成
し
遂
げ
ら

れ
る
と
言
っ
た
）」。

13　

連
鎮
標
『
郭
璞
研
究
』（
上
海
三
聯
書
店
二
〇
〇
二
）

14　

①
「
南
山
経
」（
本
文
に
例
示
）
②
「
海
外
東
経
」「
青
丘
国
在
其
北
、
其
狐
四
足
九
尾
。
一
曰
在
朝
暘
北
。」
③
「
大
荒
東
経
」（
本
文
に
例
示
）

15　
『
東
観
漢
記
』
卷
二
「
章
帝
時

0

0

0

、
鳳
凰
見
百
三
十
九
、
麒
麟
五
十
二
、
白
虎
二
十
九
、
黄
龍
三
十
四
、
青
龍
、
黄
鵠
、
鸞
鳥
、
神
馬
、
神
雀
、
九
尾
0

0

狐0

、
三
足
烏
、
赤
烏
、
白
兎
、
白
鹿
、
白
燕
、
白
鵲
、
甘
露
、
嘉
爪
、
秬

、
明
珠
芝
、
英
華
苹
、
朱
草
、
連
理
、
実
日
月
、
不
絶
載
于
史
官
不
可

勝
紀
。」、『
三
国
志
補
注
』
卷
一
「
魏
略
0

0

曰
、
文
帝
0

0

欲
受
禅
、
野
蠶
成
絲
、
朱
草
生
于
文
昌
殿
側
、
郡
国
奏
鳳
皇
十
三
、
見
白
雉
十
九
、
見
白
鳩
十
九
、
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見
虎
二
十
七
、
見
九
尾
狐
見
于
譙
郡

0

0

0

0

0

0

0

0

。
…
」

16　

周
文
王
の
御
代
の
瑞
祥
と
し
て
の
「
九
尾
狐
」
が
出
現
し
た
記
載
は
、
漢
王
褒
『
四
子
講
徳
論
』（『
文
選
』
所
収
）「
昔
文
王
応
九
尾
狐
、
而
東
夷

帰
周
」、『
宋
書
』「
符
瑞
志
」「
九
尾
狐
、
文
王
得
之
東
夷
帰
焉
」
等
。

17　

例
え
ば
、「
海
外
南
経
」「
狄
山
」
の
郭
璞
注
に
は
、
周
文
王
の
墓

0

0

0

0

0

の
所
在
に
つ
い
て
定
論
の
無
い
こ
と
に
対
し
、
仁
徳
あ
る
周
文
王

0

0

0

0

0

0

0

が
死
去
し
た
時
、

四
海
の
人
々
が
み
な
そ
の
死
を
嘆
き
、
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
塚
を
作
っ
た
為
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
。（
郭
璞
注
「
今
、
文
王
墓

0

0

0

在
長
安
鄗
聚
社
中
。
案

帝
王
冢
破
瓜
皆
有
定
処
、
而
『
山
海
経
』
往
々
復
見
之
者
、
蓋
以
聖
人
久
于
其
位
、
仁
化
広
及

0

0

0

0

、
恩
洽
鳥
獣

0

0

0

0

、
至
于
殂
亡
、
四
海
若
喪
考
妣
、
無
思

不
哀
。
故
絶
域
殊
俗
之
人
聞
天
子
崩
、
各
自
立
坐
而
祭

哭
泣
、
起
土
為
冢
、
是
以
所
在
有
焉
。
亦
猶
漢
氏
諸
遠
郡
国
皆
有
天
子
廟
、
此
其
遺
象
也
」）。

18　
『
四
庫
全
書
』
電
子
版
に
拠
れ
ば
、
先
秦
か
ら
六
朝
迄
の
「
⑧
」
及
び
「
⑧
草
」
の
使
用
例
は
、『
山
海
経
』
と
郭
璞
『
山
海
経
図
讃
』
の
み
で
あ
る
。

唐
代
以
降
に
は
、『
文
苑
英
華
』
巻
三
百
四
十
六
「
愁
怨
」
所
収
、
顧
況
「
⑧
草
春
」
に
詠
わ
れ
る
ほ
か
、『
唐
会
要
』
巻
二
九
「
瑞
祥
下
」
な
ど
に

瑞
祥
と
し
て
の
用
例
が
見
え
る
。

19　

高
橋
和
巳
「
江
淹
の
文
学
」（『
吉
川
博
士
退
官
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
筑
摩
書
房
一
九
六
八
）、
曹
道
衡
「
江
淹
的
擬
古
詩
及
其
他
」（『
中
国
古

典
文
学
論
集
・
第
一
輯
』
一
九
八
四
）、
黒
田
真
美
子
「
江
淹
の
叙
景
表
現
に
つ
い
て―

そ
の
色
彩
を
中
心
と
し
て
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文

学
会
報
』
二
十
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
。

20　

拙
稿
「
江
淹
「
五
色
の
筆
」
新
考―

『
山
海
経
』・
郭
璞
の
系
譜
か
ら
」（『
中
国
詩
文
論
叢
』
二
一
、
二
〇
〇
二
）、
拙
稿
「
江
淹
「
遂
古
篇
」

に
つ
い
て―

郭
璞
『
山
海
経
』
注
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」（『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
五
一
、
二
〇
〇
七
）

21　
『
楚
国
先
賢
伝
』「
帝
之
季
女

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

。
精
魂
化
草

0

0

0

0

、
実0

為
霊
芝

0

0

0

。」（『
御
定
佩
文
韻
府
』
卷
四
十
九
之
五
「
上
声
十
九
晧
韻
五
」「
草
」
等
。）

22　

北
魏
・
酈
道
元
『
水
経
注
』「
江
水
二
・
巫
県
」「
東
有
巫
山
…
又
帝
女
居
焉
。
宋
玉
所
謂
天
帝
之
季
女

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

、
未
行
而
亡

0

0

0

0

、
封
于
巫
山
之
陽

0

0

0

0

0

0

、

精
魂
為
草

0

0

0

0

、
実
為
霊0

芝0

。
所
謂
巫
山
之
女

0

0

0

0

0

0

、
高
唐
之
姫

0

0

0

0

。」

23　
『
襄
陽
耆
旧
伝
』
は
、
東
晋
の
史
家
習
鑿
歯
（『
漢
晋
春
秋
』
の
著
者
で
も
あ
る
）
の
手
に
な
る
、
襄
陽
の
地
に
生
ま
れ
た
歴
代
著
名
人
士
の
伝
記
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逸
話
を
録
し
た
書
物
。
そ
の
逸
文
は
類
書
の
ほ
か
、『
説
郛
』『
五
朝
小
説
』『
心
齊
十
種
』
等
に
所
収
。

●
『
襄
陽
耆
旧
伝
』
に
み
る
「
瑤
姫
」
伝
説
（「
服
せ
ば
夢
に
見
る
」
の
要
素
あ
り
）。

①
、『
渚
宮
旧
事
』
引
『
襄
陽
耆
旧
伝
』「
靉
乎
若
雲
、
皎
乎
若
星
、
将
行
未
止
、
如
浮
忽
停
、
詳
而
観
之
、
西
施
之
形
。
王
悦
而
問
之
。
曰；

『
我0

夏
帝
之
季
女
也

0

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

、
未
行
而
亡

0

0

0

0

、
封
乎
巫
山
之
台

0

0

0

0

0

0

。
精
魂
為
草

0

0

0

0

、
摘
而
為
芝

0

0

0

0

、
媚
而
服
焉

0

0

0

0

、
則
与
夢
期

0

0

0

0

。
所
謂
巫
山
之
女

0

0

0

0

0

0

、
高
唐
之
姫

0

0

0

0

。

聞
君
遊
於
高
唐
、
願
薦
枕
席
。』
王
因
幸
之
。
既
而
言
曰
：
『
妾
処
之

、
尚
莫
可
言
之
、
今
遇
君
之
霊
、
幸
妾
之
搴
。
将
撫
君
苗
裔
、
藩
乎
江
、
漢

之
間
。』
王
謝
之
。
辞
去
、
曰
：
『
妾
在
巫
山
之
陽
、
高
邱
之
岨
、
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
之
下
。』
王
朝
視
之
、
如
言
、
乃
為

立
館
、
号
曰
朝
雲
。」

②
、『
太
平
御
覧
』
引
『
襄
陽
耆
旧
記
』「
曰
楚
襄
王
与
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
野
、
将
使
宋
玉
賦
高
唐
之
事
、
望
朝
雲
之
館
上
、
有
雲
気
崒
乎
直
上
、

忽
而
改
容
須
庾
之
間
変
化
無
窮
、
王
問
宋
玉
曰
、『
此
何
気
也
。』
對
曰
、『
昔
者
、
先
王
遊
於
高
唐
怠
而
昼
寐
夢
一
婦
人
、
曖
乎
若
雲
、
煥
乎
若
星
、

将
行
未
至
、
如
浮
如
停
、
詳
而
視
之
、
西
施
之
形
。
王
悦
而
問
焉
曰
、『
我
帝
之
季
女
也

0

0

0

0

0

0

。
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

。
未
行
而
亡

0

0

0

0

、
封
巫
山
之
台

0

0

0

0

0

、
精
魂
依
草

0

0

0

0

、
寔0

為
莖
之

0

0

0

。
媚
而
服
焉

0

0

0

0

、
則
与
夢
期

0

0

0

0

。
所
謂
巫
山
之
女

0

0

0

0

0

0

、
高
唐
之
姫

0

0

0

0

。
聞
君
遊
於
高
唐
、
願
薦
枕
席
。』
王
因
而
幸
之
。』」

24　

孫
作
雲
「『
九
歌
』
山
鬼
考
」（『
清
華
学
報
』
十
一
巻
四
号
、
一
九
三
六
）。

25　

袁
珂
『
古
神
話
選
釈
』「
炎
帝
諸
女
」（
人
民
文
学
出
版
社
一
九
七
九
）。

26　

現
行
の
『
文
選
』
収
「
高
唐
賦
」
に
「
別
賦
」
李
善
注
の
引
く
逸
文
が
見
え
な
い
原
因
に
つ
い
て
、
袁
珂
は
、
梁
の
昭
明
太
子
が
削
除
し
た
と
解

す
る
（
脚
注
二
十
五
、
袁
珂
一
九
七
九
・
七
十
九
頁
）。
連
鎮
標
氏
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏
み
込
み
「〝
帝
王
0

0

の
娘
た
る
〞
瑤
姫
は
、
礼
教

と
婦
徳
を
守
る
べ
き
存
在
で
あ
り
、〝
枕
席
に
侍
ら
せ
て
欲
し
い
〞
な
ど
と
願
い
出
る
よ
う
な
事
は
し
な
い
」
と
い
う
、
昭
明
太
子
の
儒
教
的
解
釈
の

為
で
あ
る
と
す
る
。（
連
陳
標
「
巫
山
神
女
故
事
的
起
源
及
其
演
変
」（『
世
界
宗
教
研
究
』
二
〇
〇
一
、
第
四
期
）

27　

例
え
ば
、
王
孝
廉
氏
は
、
文
字
の
類
似
性
を
手
が
か
り
に
、『
山
海
経
』
の
「
姑
媱
之
山
」
の
⑧
草
伝
説
は
後
に
『
荘
子
』
の
「
姑
射
山
」
の
仙
人

伝
説
と
化
し
、
さ
ら
に
時
代
が
降
っ
て
、
南
方
巫
山
の
雲
霧
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
き
、
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」
に
見
る
「
巫
山
神
女
」
伝
説
を
形
成
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し
た
と
い
う
（
王
孝
廉
『
花
与
花
神
』「
中
国
神
話
与
人
文
」
七
「
巫
山
之
雲―

帝
女
神
話
」（
中
華
民
俗
文
叢
・
学
苑
出
版
社
一
九
九
四
、
七
八
〜

八
二
頁
）。
侯
文
学
「
巫
儿―

神
女―

上
仙―

道
教
女
仙
瑤
姫
形
象
的
生
成
与
演
変
」（『
哈
爾
濱
工
業
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
〇
四
、
第

九
期
）
で
も
、「
巫
山
神
女
」
が
『
山
海
経
』「
⑧
草
」
神
話
か
ら
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
事
を
説
く
。
ま
た
中
国
に
は
「
⑧
草
」
を
媚
薬
の
一
種
と

解
し
、
植
物
学
・
人
類
学
的
見
地
か
ら
考
察
を
加
え
た
研
究
が
少
な
く
な
い
が
、
葉
舒
憲
『
山
海
経
探
踪
』
は
、
第
四
章
「
仙
薬
・
聖
草
的
実
用
、

巫
術
功
能　

瑤
姫
或
巫
山
神
女
化
作
〝
媚
薬
〞」（
二
〇
〇
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
瑤
姫
あ
る
い
は
巫
山
神
女
が
媚
薬
と
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
程

地
宇
「
尋
找
失
落
的
神
草―

関
与
⑧
草
的
考
釈
」（
三
峡
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
五
、
五
）
も
、
同
種
の
見
地
か
ら
の
考
察
で
あ

る
。

28　

現
代
の
研
究
に
は
『
山
海
経
』
に
記
さ
れ
る
「
⑧
草
」
の
形
態
を
も
と
に
、
そ
の
効
用
で
あ
る
「
服
之
媚
於
人
」
を
、
媚
薬
の
効
果
を
持
つ
こ
と

と
解
し
、「
巫
山
神
女
」
の
「
夢
中
に
出
現
し
枕
席
に
侍
る
」
と
い
う
行
為
と
結
び
つ
け
る
説
が
あ
る
（
注
二
十
七
、
葉
舒
憲
、
程
地
宇
な
ど
）。「
媚
」

に
は
女
性
の
な
ま
め
か
し
さ
を
形
容
す
る
意
も
あ
る
が
、
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
「
こ
び
へ
つ
ら
う
・
気
を
引
く
」「
愛
す
る
」
の
二
つ
の

意
味
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
も
、
人
民
が
君
主
を
（『
春
秋
左
伝
』）、
美
徳
の
象
徴
で
あ
る
香
草
を
（『
楚
辞
』「
九
章
・
惜
誦
」）
愛
す
る
と
い
よ
う
に
、

「
媚
」
の
対
象
は
様
々
で
あ
る
。

29　

黒
田
真
美
子
「
江
淹
の
悼
亡
詩
に
つ
い
て
」（『
日
本
文
学
誌
要
』
五
十
八
、
一
九
九
八
）、
蕭
合
姿
「
江
淹
年
表
、
附
作
品
系
年
」（『
江
淹
及
其
作

品
研
究
』
第
二
節
、
文
津
出
版
社
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

30　

周
鋒
「
江
淹
、
悼
亡
詩
十
首
（
其
十
）」
解
説
（『
漢
魏
六
朝
詩
鑑
賞
辞
典
』
所
収
、
上
海
辞
書
出
版
社
一
九
九
二
）、
注
二
十
九
黒
田
論
文
（
一
九

九
八
）。

31　
『
文
選
』
巻
三
十
一
「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
」
李
善
注
「『
宋
玉
集
』
云
、
楚
襄
王
與
宋
玉
遊
於
雲
夢
之
野
、
望
朝
雲
之
館
。
有
気
焉
、
須
臾
之
間
、

変
化
無
窮
。
王
問
此
是
何
気
也
。
玉
對
曰
、
昔
先
王
遊
於
髙
唐
、
怠
於
而
昼
寝
、
夢
見
一
婦
人

0

0

0

0

0

。
自
云
、
我
帝
之
季
女

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

。
未
行
而
亡
、

封
於
巫
山
之
台
。
聞
王
来
遊
、
願
薦
枕
席
。
王
因
幸
之
。
去
乃
言
、
妾
在
巫
山
之
陽
、
高
丘
之
阻
。
旦
為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
。
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
之
下
。
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旦
而
視
之
、
果
如
其
言
。
為
之
立
館
、
名
曰
朝
雲
。」、
明
・
胡
之
驥
『
彙
注
』「
宋
玉
曰；

昔
先
王
遊
於
高
唐
、
怠
而
晝
寝
、
夢
見
一
婦
人

0

0

0

0

0

。
自
云
：

「
我
帝
之
季
女

0

0

0

0

0

、
名
曰
瑤
姫

0

0

0

0

、
未
行
而
亡
、
封
於
巫
山
之
台
。
聞
王
来
遊
、
願
薦
枕
席
。」
王
因
幸
之
。
去
乃
言
、
妾
在
巫
山
之
陽
、
高
丘
之
岨
、
旦

為
朝
雲
、
暮
為
行
雨
、
朝
朝
暮
暮
、
陽
台
之
下
。」
旦
以
視
之
、
果
如
其
言
、
為
之
立
館
、
名
曰
朝
雲
」。『
宋
玉
集
』
に
つ
い
て
は
、
稲
畑
耕
一
郎
氏

の
論
考
に
詳
述
が
あ
る
。（
同
氏
「『
宋
玉
』
の
別
集―

そ
の
編
纂
・
流
布
・
散
佚
の
あ
い
だ
に
」『
中
国
古
典
研
究
』
二
〇
、
一
九
七
五
。
同
氏
「
宋

玉
集
補
説―
『
宋
玉
子
』
か
ら
『
宋
玉
集
』
へ
」『
中
国
文
学
研
究
』
七
、
一
九
八
一
）。

32　

鎌
田
出
「
李
白
清
平
調
詞
由
来
説
話
考―

巫
山
神
女
と
趙
飛
燕
」『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
三
九
、
一
九
九
三
）
等
参
照
。
な
お
、
六
朝
人
が

「
巫
山
神
女
」
を
詠
む
例
は
、『
楽
府
詩
集
』
所
収
の
も
の
は
十
一
首
（「
巫
山
高
」
九
、「
朝
雲
曲
」
二
）、
ほ
か
八
首
（
王
融
「
古
意
詩
二
首
」、
謝

朓
「
祀
敬
亭
山
春
雨
」、
江
淹
「
雑
体
詩
三
十
首
・
潘
岳
述
哀
」、
沈
約
「
夢
見
美
人
詩
」、
劉
孝
綽
「
同
武
陵
王
看
妓
詩
」、
梁
簡
文
帝
「
詠
煙
詩
」、

庾
信
「
和
李
司
録
喜
雨
詩
」、
陰
鏗
「
侯
司
空
宅
詠
妓
詩
」）。

33　
『
楽
府
詩
集
』
巻
十
六
「
巫
山
高
」
解
題
「
古
詞
言
、
江
淮
水
深
、
無
梁
可
度
、
臨
水
遠
望
、
思
帰
而
已
。
若
斉
王
融
想
像
巫
山
高
、
梁
范
雲
巫
山

高
不
極
。
雑
以
陽
台
神
女
之
事
、
無
復
遠
望
思
帰
之
意
也
。」

34　
「
巫
山
高
」
の
訳
は
、「
六
朝
楽
府
詩
訳
注
（
二
）（
三
）「
巫
山
高
」（『
中
国
学
研
究
論
集
』
十
、
十
一
、
二
〇
〇
二
、
〇
三
）
を
参
照
し
た
。

35　

明
張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
に
拠
れ
ば
、
江
淹
以
前
の
「
帝
女
」
の
用
例
と
し
て
は
、
張
衡
の
「
南
都
賦
」
以
来
「
帝
女
桑
」
の
用
例
が
多

い
が
、「
巫
山
瑤
姫
」
を
詠
む
例
は
皆
無
で
あ
る
。
江
淹
以
降
の
六
朝
の
「
帝
女
」
の
用
例
に
も
、
呉
均
「
登
二
妃
廟
」
に
「
娥
皇
・
女
英
」
を
詠
む

例
、
劉
孝
威
「
小
臨
海
」
に
「
精
衛
」
と
化
し
た
炎
帝
の
娘
の
例
が
見
え
る
に
留
ま
り
、「
巫
山
瑤
姫
」
を
詠
む
例
は
な
い
。「
悼
室
人
十
首
」
其
十

に
詠
ま
れ
る
「
帝
女
」
も
「
巫
山
瑤
姫
」
で
あ
れ
ば
勿
論
、「
娥
皇
・
女
英
」
と
し
て
も
極
め
て
珍
し
い
例
で
あ
る
。

36　
『
楽
府
解
題
』「
巫
山
高
」（
本
文
中
）、
梁
元
帝
「
巫
山
高
」（
本
文
中
）、
陳
後
主
「
巫
山
高
」「
…
仙
姫
0

0

將
夜
月
、
度
影
自
浮
沈
。」
等
。

37　

郭
璞
は
、
膨
大
な
知
識
を
持
っ
て
、『
山
海
経
』
に
伝
え
ら
れ
る
奇
異
な
事
象
に
対
し
、
合
理
的
解
釈
を
試
み
る
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
、

喩
え
る
な
ら
ば
現
代
の
科
学
者
の
そ
れ
に
近
い
だ
ろ
う
。
古
神
話
中
の
奇
怪
な
転
生
変
化
に
つ
い
て
は
特
に
詳
細
な
注
釈
を
加
え
、
そ
の
転
生
の
原
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理
に
肉
薄
せ
ん
と
す
る
郭
璞
は
、
時
に
類
似
の
事
象
を
挙
げ
て
そ
の
転
生
を
解
そ
う
と
す
る
。
た
と
え
ば
、「
大
荒
西
経
」「
互
人
国
」
の
項
目
の
う
ち
、

死
ん
だ
顓
頊
が
蘇
っ
て
魚
婦
に
な
っ
た
と
い
う
転
生
神
話
に
対
し
、
郭
璞
は
、『
淮
南
子
』
に
見
え
る
〝「
后
稷
龍
」
が
蘇
っ
て
「
半
人
半
魚
」
に
化

し
た
〞
と
い
う
類
似
の
事
例
を
以
て
そ
れ
を
説
明
し
て
い
る
（『
山
海
経
』「
大
荒
西
経
」「
有
互
人
之
国
。〔
郭
璞
注
、
人
面
魚
身
。〕
…
顓
頊
死
即
復

蘓
〔
郭
璞
注
、
言
其
人
能
変
化
也
。〕
…
蛇
乃
化
為
魚
、
是
謂
魚
婦
。
顓
頊
死
即
復
蘓
。〔
郭
璞
注
、『
淮
南
子

0

0

0

』
曰0

、
后
稷
龍
在
建
水
西

0

0

0

0

0

0

0

、
其
人
死
復

0

0

0

0

蘓0

、
其
中
為
魚

0

0

0

0

、
葢
謂
此
也

0

0

0

0

。
…
〕」
郭
璞
注
の
引
く
文
章
は
、
現
行
本
『
淮
南
子
』
に
は
見
え
な
い
。
ま
た
、「
其
中
為
魚
」
に
つ
い
て
は
「
其
中
」

を
「
其
半
」
と
す
る
前
野
直
彬
氏
の
解
説
〔
一
九
七
五
〕
を
参
照
）。
こ
の
様
な
郭
璞
の
姿
勢
か
ら
す
れ
ば
、〝
そ
の
精
魂
が
化
し
て
「
霊
芝
」
と
な
っ

た
〞
と
い
う
「
巫
山
瑤
姫
」
伝
説
は
、『
山
海
経
』「
⑧
草
」
の
注
釈
に
、
同
種
の
転
生
の
例
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

採
用
さ
れ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

郭
璞
は
『
山
海
経
』
注
に
於
い
て
も
、「
巫
山
神
女
」
の
伝
説
に
は
一
瞥
も
く
れ
な
い
の
で
あ
る
。

38　
『
校
注
』
は
、
こ
の
賦
の
思
想
情
緒
が
江
淹
「
与
交
友
論
隠
書
」
と
重
な
る
事
か
ら
、
元
徽
元
年
（
四
七
三
）
の
前
後
の
作
成
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。

39　

江
淹
「
丹
砂
可
学
賦
」「
擬
若
木
以
寫
意
①
、
拾
瑤
草
而
悠
然
②
」
に
対
し
、
胡
之
驥
『
江
文
通
集
彙
注
』
で
は
「
①
『
山
海
経
』
曰
、
灰
野
之
山
、

有
赤
樹
、
青
葉
、
名
曰
若
木
。」
②
「『
山
海
経
』
曰
、
帝
女
死
而
化
為
瑤
草
。」
と
注
す
る
。（
①
②
番
号
松
浦
加
筆
）

40　

江
淹
「
従
冠
軍
建
平
王
登
廬
山
香
鑪
峯
一
首
」（『
文
選
』
巻
二
十
二
所
収
）
の
「
瑤
草
」
に
対
す
る
李
善
注
は
「
瑤
草
、
玉
芝
也
」
と
い
い
、『
本

草
経
』
を
引
い
て
い
る
（「
瑤
草
、
玉
芝
也
。
本
草
経
曰
、
白
芝
、
一
名
玉
芝
。」）

41　

明
張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
に
基
づ
き
、
作
家
別
に
「
瑤
」
字
の
使
用
数
を
調
べ
て
み
る
と
、
一
位
〜
五
位
迄
は
①
江
淹
（
四
〇
）、
②
沈
約

（
二
〇
）、
③
謝
朓
・
鮑
照
（
十
一
）、
④
王
融
（
九
）、
⑤
謝
荘
・
江
総
・
簡
文
帝
（
七
）
で
あ
り
、
江
淹
の
用
例
が
突
出
し
て
多
い
事
が
判
る
。

42　

●
先
秦
〜
六
朝
「
賦
」
●
「
先
秦
〜
漢
・
三
国
」（『
先
秦
・
両
漢
・
三
国
辞
賦
索
引
』
研
文
出
版
一
九
九
六
）
…
「
瑤
台
」
６
、「
瑤
光
」
４
、「
瑤

溪
」
３
、「
瑤
象
」「
瑤
蘂
」「
瑤
碧
」
各
２
、
そ
の
他
「
瑤
華
」「
瑤
漿
」「
瑤
樹
」「
瑤
岸
」「
瑤
瓊
」
等
各
１
。（
六
朝
の
賦
は
、
厳
可
均
『
全
上
古

先
秦
漢
三
国
六
朝
文
』（
電
子
版
索
引
・
香
港
中
文
大
学
出
版
社
）
に
基
づ
く
）、『
全
晋
文
』
…
「
瑤
台
」
５
、「
瑤
林
」
２
、「
瑤
琨
」
２
他
、『
全
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宋
文
』
…
「
瑤
台
」
２
、「
瑤
池
」
２
他
、『
全
齊
文
』
…
「
瑤
光
」
３
、「
瑤
池
」
２
他
、『
全
梁
文
』
…
「
瑤
台
」
３
、「
瑤
草
」
２
（
江
淹
「
別
賦
」

「
丹
砂
可
学
賦
」）、「
瑤
席
」
２
他
。

●
漢
〜
六
朝
「
詩
」
●
（【
全
漢
詩
〜
梁
詩
索
引
】
松
浦
崇
編
（
櫂
歌
書
局
一
九
八
四
他
）
：
『
全
漢
詩
』
…
「
瑤
光
」
２
、「
瑤
堂
」「
瑤
瓊
」
等

各
１
。『
全
三
国
詩
』
…
「
瑤
光
」「
瓊
瑤
」
各
１
。『
全
晉
詩
』
…
「
瑤
瓊
」
５
、「
瑤
台
」
３
。「
瑤
泉
」「
瑤
轡
」「
瑤
華
」
等
各
１
。『
全
宋
詩
』

…
「
瑤
台
」「
瑤
席
」
各
３
。「
瑤
軒
」「
瑤
庭
」「
瑤
波
」「
瑤
井
」
等
各
１
。『
全
斉
詩
』
…
「
瑤
池
」
５
、「
瑤
席
」「
瑤
俎
」
各
２
。「
瑤
光
」「
瑤
宮
」

「
瑤
裳
」
等
各
１
。『
全
梁
詩
』
…
「
瑤
池
」
13
、「
瑤
草
」
６
（
江
淹
1
「
登
廬
山
香
鑪
峯
詩
」、
沈
約
５
（
１
作
品
）、「
瑤
台
」
６
、「
瑤
華
」
４
。

●
『
山
海
経
』
…
「
瑤
碧
」
９
、「
瑤
池
」
１
。『
楚
辞
』
…
「
瑤
光
」
２
、「
瑤
象
」
２
、「
瑤
台
」
１
、「
瑤
席
」
１
、、「
瑤
樸
」、「
瑤
木
」
１
、

「
瑤
漿
」
１
、「
瑤
華
」
１
、「
瑤
之
圃
」
１
。『
淮
南
子
』
…
「
瑤
光
」
２
、「
瑤
樹
」
１
、「
瑤
台
」
１
、「
瑤
碧
」
１
。『
穆
天
子
伝
』
…
「
瑤
池
」
１
、

「

瑤
」
１
。

43　

①
【
女
性
美
】「
瑤
色
」（
銅
雀
妓
）、「
瑤
貝
」（
水
上
神
女
賦
）、「
瑤
質
」（
知
己
賦
・
麗
色
賦
）
等
。
②
【
自
然
美
】「
瑤
草
」（「
別
賦
」「
登
廬

山
香
爐
峰
詩
」「
丹
砂
可
学
賦
」）、「
瑤
葉
」（
知
己
賦
）、「
瑤
谿
」（
雑
体
詩
三
十
首
・
謝
臨
川
霊
運
遊
山
）、「
瑤
礀
」（「
僊
陽
亭
」）
等
。

44　

六
朝
道
教
・
本
草
の
研
究
に
於
い
て
も
、
江
淹
文
学
に
詠
ま
れ
る
本
草
・
薬
草
類
の
多
さ
は
夙
に
注
目
さ
れ
て
い
る
（
赤
堀
昭
「
陶
弘
景
と
『
集

注
本
草
』」、
山
田
慶
兒
篇
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
』
京
都
大
学
人
科
学
研
究
所
一
九
七
八
所
収
、
等
）。

45　

例
え
ば
、
高
橋
和
己
氏
は
そ
の
論
考
（
一
九
六
八
脚
注
十
九
）
で
、『
文
選
』
巻
二
十
二
「
遊
覧
」
所
収
・
江
淹
「
従
冠
軍
建
平
王
登
廬
山
香
鑪
峯

詩
一
首
」
は
、
そ
の
主
要
部
分
を
占
め
る
叙
景
に
「
同
時
代
の
詩
人
、
謝
朓
・
沈
約
ら
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

46　
『
四
庫
全
書
』「
子
部
十
二
」
所
収
『
洞
冥
記
』（
小
説
家
類
二
、
異
聞
之
属
）
巻
二
、「
甜
水
」
の
項
目
に
所
収
。

47　
「
瑤
琨
」
は
地
名
。
恐
ら
く
誤
字
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

48　

李
豊
楙
『
神
話
的
故
郷―

山
海
経
』
第
三
節
「
山
川
鉱
産
、
富
庶
宝
蔵
」（
時
報
出
版
一
九
九
八
）
参
照
。

49　
『
神
仙
傳
』「
陰
長
生
」「
今
得
度
世
、
神
丹
之
力
、
陰
君
処
民
間
百
七
十
年
。
色
如
女
子

0

0

0

0

。」
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50　

六
朝
か
ら
唐
迄
の
「
春
草
」
の
イ
メ
ー
ジ
展
開
を
検
討
し
た
前
野
直
彬
氏
の
論
考
で
は
、
六
朝
詩
に
於
け
る
「
春
草
」
は
、『
楚
辞
』「
招
隠
士
」

の―

春
草―

王
孫―

不
帰―

と
い
う
定
型
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
、
去
っ
て
は
帰
ら
ぬ
人
を
思
う
、
あ
る
い
は
去
っ
て
帰
ら
ぬ
人
自
身
の
哀

愁
を
示
す
語
と
さ
れ
て
い
た
事
を
指
摘
し
て
い
る
。（
前
野
直
彬
「
春
草
考
」
一
九
六
一
、『
春
草
考―

中
国
古
典
詩
文
論
叢
』
秋
山
書
店
一
九
九

三
所
収
）

51　

天
象
類
の
一
つ
で
あ
る
「
虹
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
芸
文
類
聚
』「
虹
」
に
は
、
唐
の
蘇
味
道
や
董
思
恭
の
「
詠
虹
詩
」
の
二
例
、
賦
と
し
て

採
ら
れ
る
の
は
江
淹
の
「
赤
虹
賦
」
一
例
の
み
で
あ
る
。
江
淹
の
「
虹
」
の
用
例
の
多
さ
に
つ
い
て
は
拙
稿
（
二
〇
〇
二
）
参
照
。
江
淹
の
詠
む
本

草
類
に
つ
い
て
は
「
草
木
頌
十
五
首
」
ほ
か
「
蓮
華
賦
」「
金
燈
草
賦
」「
青
苔
賦
」「
採
石
上
菖
蒲
」
な
ど
（
脚
注
四
十
三
参
照
）。
な
お
、
鳥
類
に

つ
い
て
も
、
江
淹
は
、〝
翡
翠
〞〝
青
鳥
〞
な
ど
の
色
鮮
や
か
な
小
鳥
は
、
好
ん
で
採
り
上
げ
て
い
る
。

【
附
記
】、
本
小
論
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
の
交
付
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


